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シンポジウム「高等教育へとつなぐ主体的・探究的な学びの拡がりとは 

―東大附属中等教育学校における多様な実践と学びの深さ―」 

2023年 2月 11 日（土）10:00～13:00 

オンライン（Zoom） 

 

開会・プログラム紹介 

北村 友人（CASEERセンター長・教育学研究科教授） 

 

 本シンポジウムは、東京大学大学院教育学研究科

附属学校教育高度化・効果検証センター（CASEER）

主催のシンポジウムです。今回は「高等教育へとつ

なぐ主体的・探究的な学びの拡がりとは―東大附属

中等教育学校における多様な実践と学びの深さ―」

と題して、これから 3時間にわたって行います。私

は CASEER のセンター長を務めております東京大

学の北村と申します。本日の司会を務めさせていた

だきます。 

 本日のシンポジウムは、CASEERがこれまで行っ

てきた研究の成果や、東京大学教育学部附属中等教

育学校との連携の成果の発信の場と考えています。

何よりも、東大附属は長年にわたり探究的な学びを

行ってきた学校です。近年、探究的な学びが広く注

目を浴びるようになりましたが、こうした状況にな

るかなり前から、東大附属では探究的な学びを積極

的に行ってきました。CASEERではその成果の効果

検証を行っていますが、中等教育の段階で探究的な

学びを行ったことがその後の教育にどのようにつな

がるのかという高大接続のところについては必ずし

も十分な検証が行われていないのではないかと考え、

本日のテーマを設定しました。 

 第Ⅰ部では「東大附属の教育実践と高大接続」と

して、東大附属で教育実践に携わる 2名の先生と、

東大附属で学んだ卒業生 2名にご登壇いただき、そ

の後、指定討論として副校長先生からコメントを頂

く予定です。第Ⅱ部では「データから見る東大附属

の教育効果」として、東大附属の教育効果の検証結

果を CASEER の教員・研究員が報告します。また、

今年度から初めて東京大学大学院教育学研究科の大

学院生も効果検証に携わったので、大学院生からも

報告を行い、最後に指定討論として、東大附属の校

長であり教育学研究科の教授である山本義春先生か

らコメントを頂く予定です。長丁場になりますが、

どうぞよろしくお願いします。
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開会挨拶 

小玉 重夫（教育学部・教育学研究科長） 

 

 教育学研究科長の小玉です。このたびは私どもの

シンポジウム「高等教育へとつなぐ主体的・探究的

な学びの拡がりとは―東大附属中等教育学校におけ

る多様な実践と学びの深さ―」にお越し下さいまし

て、どうもありがとうございました。開会にあたり、

ひとことご挨拶をさせていただきます。 

 本学教育学部・教育学研究科では、学校教育高度

化効果検証センターが中心となり、附属中等教育学

校と連携をして、同校が実践している探究的な学び

の効果検証プロジェクトを進めております。このプ

ロジェクトは東大本部からの予算を得て 2016 年度

から開始され、本年度で 7年目を迎えます。その間、

附属中等教育学校では、2016 年度から 2019 年度ま

では、文部科学省の研究開発学校に採択されて「協

働的な学びを通じて「市民性」と「探究」志向性を

育成するための新教科「探究的市民科」の設置」の

実践と研究に取り組んできました。本日ご登壇され

る卒業生の安田さんと益田さんはちょうどこの時期

に本校に在籍をされておりましたので、附属中等教

育学校での探究的な学びが大学入学後の研究や進路

の選択にどのように関係しているのかを具体的に語

っていただけると思います。お二人とも私が同校で

校長をしていたときに在校生でもありましたので、

個人的にもよく存じあげており、大学生として生活

されているいま、何をどう考えているのかを聞ける

のが、大変楽しみです。 

 さて、いま全国の高等学校で探究のカリキュラム

が本格的に始まると同時に、大学入試センター試験

が廃止されて大学入学共通テストが始まり、今年で

二年目になります。中等教育での探究活動と高大接

続改革が密接に関係しているわけです。これまでの、

中等教育における探究と、大学での学びや研究との

関係づけのさせ方は、往々にして、中学や高校での

探究が大学での学びや研究をより円滑に進めさせる、

というような、中等教育が高等教育の下請け機関で

あるかのようなとらえ方が支配的であったように思

います。そのことの現れとして、へたな探究学習を

高校でやられると大学での研究指導にとって弊害に

なるので、生半可な探究はやらないでほしい、とい

うような高等教育の側からの中等教育を下位におく

かのような発言も大学教員の声として聞かれたりし

ます。しかし、学問の世界の地殻変動は激しく、大

学での研究や教育はそれ自体のあり方が大きく問わ

れています。そうした中で、東京大学教育学部の附

属中等学校が挑戦しようとしているのは、中等教育

を大学の下請け機関にしてきた従来の高大接続のあ

り方を根底から組みかえて、中等教育における探究

的市民の育成が大学での研究のあり方の変革につな

がるような実践の構築という点にあると考えていま

す。 

 本日の卒業生のお話や附属中等教育学校の現場か

らの実践報告、さらにはそれをうけての研究者の分

析は、ぜひそうした視点から、お聞きいただければ

幸いに存じます。 

本日のシンポジウムが、実りあるものになること

を心より祈念して、私からの挨拶とさせていただき

ます。
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開会挨拶 

山本 義春（教育学部附属中等教育学校校長・教育

学研究科教授） 

 

 おはようございます。少々歴史の話をしますと、

ご存じのとおり本校は研究学校であり、創設以来長

年にわたってさまざまな研究記録が蓄積されてきま

した。双生児調査や健康診断、学力テストなどの大

量のデータが今でも双生児研究室という部屋に残さ

れています。2008年当時、紙媒体のみで残されてい

たこれらの記録のうちの主要なデータを、火災や災

害等からの保全を図る目的で電子化し始めました。

くしくも東日本大震災の 3年前となります。 

 この附属学校データベースが起点となり、2016年

に教育学研究科に学校教育高度化・効果検証センタ

ー（CASEER）が設立されました。センターでは、本

校との協働事業として卒業生の皆さまにアンケート

をお願いし、また、在校生を対象としたパネル調査

を行うことにより、本校が長年にわたって目指して

きた深い学びが実際にどのような教育効果として表

れているかについて、過去から現在、そして未来に

わたり詳細な分析・検証が行われるようになりまし

た。 

 私はこのような活動を教育学部の附属学校データ

ベース管理運営委員会の委員長として長年下支えし

てきましたが、図らずも今年度からは学校長として

お手伝いすることになります。改めて校長の立場か

ら先生方のご多忙な様子を拝見すると、実践の記録

を残し続けることの難しさを感じつつも、未来を見

据え、附属学校と CASEERの挑戦がこれからも続い

ていくことを期待しています。本日のシンポジウム

がその挑戦を一層加速するものとなることを祈念し

て、私からの挨拶とさせていただきます。
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第Ⅰ部 東大附属の教育実践と高大接続 

東大附属での主体的・探究的な学びの実践① 

「東大附属において、生徒はどのように学んでいる

か～ある理科の授業に着目して～」 

對比地 覚（教育学部附属中等教育学校教諭） 

 

 

 

1.授業形態 

 私は東大附属で理科を担当しています。私の授業

では、授業のチャイムが鳴った後 1～2分でその日の

課題を確認し、あとは生徒に任せて、最後の 5分で

振り返りを行うので、基本的に生徒が 45分ぐらい自

分でインターネットや教科書、仲間の力を借りて学

び、定期テストを迎えるという形です（Slide 1）。基

本的に自分たちで学ばなければならず、法的に許さ

れている手段なら何を使ってもいいことにしていま

すが、唯一の縛りは、クラスの全員が課題を達成す

ることです（Slide 2）。それを達成するために、生徒

一人一人が自分の判断で学習を進めます。 

 

 

 全員が課題を達成するという縛りがあるので、早

めに課題が終わった生徒は、終わりそうにない子に

どう理解を促せばいいかということを考えます。逆

に課題が終わらない子は、自分が終わらないと達成

できた子の足を引っ張ってしまうので頑張らなけれ

ばいけません。「できた人」「できなかった人」と言

って挙手させたりミニテストをしたりはしませんが、

定期テストをすれば、ちゃんとできているかどうか

はばれてしまいます。表面的に「先生できました」

と言っても定期テストで事実を突き付けられるので、

授業でちゃんと理解できるまで質問しなければいけ

ません。自分一人で進めても構わないのですが、必

ず全員が課題を達成できなければいけない、つまり

他者の存在と一緒に勉強する授業になっています。 

 探究を授業の中に取り入れるときに難しいのは、

教員が用意した疑問や問題だと探究にはならないこ

とです。探究の肝は、生徒自身の生の疑問を大切に

することだと考えています（Slide 3）。教員が進める

授業では、その教員の流れが終わるまでは自分の疑

問を深めることが難しいですが、私の授業では 45分

間、自分のペースで進められるので、知りたいこと

を知りたいタイミングで掘り下げることができ、自

分の疑問を解決してから次に進んだり、自分の疑問

を掘り下げてもいいのだということを肌で感じるこ

とができます。 

Slide 1 

Slide 2 



6 
 

 

 疑問に思ったことを質問し、別の生徒がその質問

に答える形で対話する中で、「自分はそこをスルーし

ていたけれども、よく考えると確かに疑問に思って

もいいところだ。どういうことなのだろう」という

形で疑問を深められたり、「こういう疑問の持ち方も

ありだな」ということを学んだり、他の子が探究を

している姿を見て、「教科書に載っていないことはこ

うやって調べれば答えを出すことができるんだ」と

いうことを学べる設計になっています。 

 いずれにしても、私は本当に何もしないので、分

からないことがあれば自分から助けを求めたり、自

分でインターネットや教科書から必要な箇所を見つ

けるなどして、自分で動かなければ学びが進展しな

いようになっています（Slide 4）。協働学習やグルー

プ学習というとグループを固定することが多いです

が、私の授業では誰と組んでもいいので、自分と相

性がいい人を見つけたり、援助要請の仕方を知るこ

とができます。 

 

 生徒を見ていると、計算系の問題に関してはこの

子に聞いた方がいいけれども、文章の意味がよく分

からないときはこの子に聞いた方がいいという形で、

必要とする援助の種類によって相手を変えています。

また、課題が早く終わった子は、義務感というより

も、自分の学びを広げることができるという喜びを

伴って周りと関わっていきます。慣れてくると、分

からない子がつまずきやすい部分や、支援すべきペ

ースが分かってくるので、分からない子の挙動も計

算に入れて 1時間のタイムスケジュールを組み、課

題をクリアできるようになります。私は授業が終わ

った後、次の授業の課題を Google Classroom で配信

するようにしているので、それを見て「これはちょ

っと難しそうだな」というときには予習もしてきま

す。 

 宿題はなく、全員が課題を達成できれば他は自由

なので、やらされている感じが少なく、自分が頑張

った分だけ仲間から感謝され、分からない子も分か

るようになると「すごい。分かるようになったじゃ

ん」という会話が生まれ自己効力感が上がります。

生徒はその中で、自分は何が苦手で、誰にどういう

援助要請をすればいいのか、自分にできることはど

こまでなのかということを自己内対話の形で知りな

がら自分の学びを進めていきます。例えば Slide 5の

ような課題を与えて、生徒は席を移動したり、1人 1

台の端末を使ってインターネットで調べたりという

形で、自分なりに課題を解いていきます。 

 

 

2.授業風景 

 Slide 6は実際の授業風景です。本当に自由で、2人

が解いているのを後ろから見て学んでいる生徒や、

パソコンを見ながら勉強している生徒などがいます。

右下の風景は私が教えているわけではなく、一人一

人の理解を確かめている場面です。テストだと、ど

Slide 3 

Slide 4 

Slide 5 
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ういう思考で問題を解いたかということが分からな

いので、5～7分ぐらいで思考を伴う問題を解いても

らい、「これはなぜこういうふうに考えたの？」「ど

ういうふうにこの数字が出てきたの？」という形で

問うことで、生徒たちがどういう思考で課題に取り

組んでいるのか確認しています。 

 

 最後の 5分間で、Google Classroom上の振り返りシ

ートに各生徒が書き込みをして終わります（Slide 7）。

まとめとして授業課題の答えを私が提示することは

せずに、生徒が自分の分かったことや分からなかっ

たことを書き残して学びの履歴を残す形です。 

 

Slide 6 

Slide 7 



8 
 

東大附属での主体的・探究的な学びの実践② 

「空間 UIを使った授業実践の報告」 

山本 奈緒子（教育学部附属中等教育学校教諭） 

 

 

 

1.空間 UIとは 

 私からは、空間 UI を使った授業実践について報

告します。空間 UI とは、2020 年に高大接続改革に

向けて富士通と東京大学がコラボして開発した、教

室を丸ごとデジタル化する技術です（Slide 1）。 

 

 Slide 2はDeAL教室です。DeALはディープ・アク

ティブ・ラーニングの略で、協働・探究をより深く

行うために空間 UI を設置した教室を DeAL 教室と

呼んでいます。東大附属では二つのDeAL教室が設

けられています。上からつるしたカメラとプロジェ

クターで、撮影したものをテーブルに投影し、デジ

タルペンで書いたことをリアルタイムで同期しなが

ら授業を展開できるシステムになっています。デジ

タル付箋や、教材として PDF、画像、Word等のOffice

の文章を表示することができます。 

 

 

2.授業展開 

 このたび、スポーツ・コンプライアンス教育振興

機構の代表理事であり東京大学の名誉教授でもある

武藤先生と協働で授業を作る機会を頂きました

（Slide 3）。2022年度の日本財団助成事業の一環とし

て、VRを活用したスポーツ・コンプライアンス教育

の普及を目的としたアニメーションが作成されたの

で、そちらを使った保健の授業を実践しました。 

 

 実際に作成された教材は Slide4 のとおりです。コ

ンテンツは、セクハラ、体罰暴言、パワハラの三つ

で、こちらの作成には東大附属の体育科の教員も携

わりました。一つのコンテンツにつき四つのアニメ

ーション動画とそれを PDF化した漫画画像を作り、

アニメーション動画にはプロの声優に音声を付けて

もらいました。 

Slide 1 

Slide 2 

Slide 3 
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 これを使って 1～5 年生の保健の授業を実施しま

した（Slide 5）。空間UIがなくてもこの授業は実施で

きるので、中学生に当たる 1～3 年生は DeAL 教室

で、高校生に当たる 4～5年生はアニメーション動画

と漫画を用いて一般教室で授業を行いました。 

 

 4 年生の授業では、ラミネート加工した画像に書

き込みしたものを黒板に貼り、5 年生の授業では、

Google Classroom でスライドを共有しながらそれを

プロジェクターに映す形で、いずれも協働学習を基

本にして授業を展開しました。 

 DeAL 教室で行った 2 年生の授業では、体罰暴言

のコンテンツを用いました（Slide 6）。生徒がデジタ

ル付箋に自分の意見をどんどん書き込み、それを教

員のウォールに飛ばします。その後は、漫画画像を

用いながら問題点を考え、それを班で共有し、ウォ

ールにも飛ばしてもらいながら意見を集約していき

ました。飛ばしてもらったデータは画面いっぱいに

拡大することができるので、共有するという意味で

はDeAL教室はとても優れていると感じています。

 

 暴言について、どういう言い方だったらよかった

のか考えてみようということで、意見を吹き出しに

書いてそれを班で共有し、全体にも共有しました。

時には、共有した意見について「これはどういうふ

うに考えたの？」という形で生徒に意見を聞きなが

ら授業を展開しました。 

 空間 UI を使った授業は、協働学習とアクティブ

ラーニングの実践であり、生徒にとってとても楽し

いコンテンツなので、どんどん意見が出てきます

（Slide 7）。特に 1～2年生は、空間UIの楽しさから

意見がたくさん出てくる印象があります。そこが東

大附属の目指す探究的市民の育成につながっている

と考えており、高大接続の可能性を感じています。 

 

 

（北村） 保健体育科という専科での探究は、なか

なか興味深い実践だと思いました。

Slide 4 

Slide 5 

Slide 6 

Slide 7 
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卒業生による東大附属での学びと大学での語り① 

「附属での学びから大学での研究まで」 

安田 玲（東大附属 68回生・2018年度卒業生） 

 

 

 

1.自己紹介 

 私は 2013年4月に東大附属に入学した 68回生で、

6 年間を東大附属で過ごしました（Slide 1）。現在は

電気通信大学 4年生で、昨日、卒業論文の発表をし

てきたばかりです。今年 3 月に卒業予定で、4 月か

らは博士前期課程に進学する予定です。 

 

 本日は、東大附属生活の振り返りと、現在学んで

いること、東大附属での学びが今に活きていると思

う点の 3 つに絞ってお話ししたいと思います（Slide 

2）。 

 

 

 

2.東大附属生活を振り返る 

 東大附属では、5年生（高校 2年生）のときに 1年

間、生徒会長を務めました（Slide 3）。それまで学年

内では割とリーダー的な役割をすることは多かった

のですが、生徒会長選挙に出るまでは全校的に目立

った生徒ではなく、後で話す益田くん（前期生の頃

から生徒会組織で活躍していた）とは真逆なタイプ

だったと思います。 

 

 

 生徒がやりたいことを実現できる環境をつくりた

いという思いで生徒会長になり、生徒会役員を公募

する仕組みにしたり、パブリックコメントを積極的

に集め得られた意見をどう活用していくか考えたり、

Slide 1 

Slide 2 

Slide 3 
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部活や予算についての会則を変える取り組みをしま

した。 

 「生徒会長でした」と言うと、「真面目な学生だっ

たのですね」と言われることが多いのですが、少な

くとも東大附属においてはそんなことはないのでは

ないかと思っています。というのも、東大附属は自

治活動が盛んな学校です。学校の規模の割には生徒

会組織が大きく、特に 5年生になると大半の生徒が

生徒会で何らかの役職を務めて、学内でも 5年生は

幹部学年といわれるほどみんなが生徒会活動をして

いる環境でした。 

 生徒会が学校行事を運営する学校は多いと思いま

すが、東大附属の生徒会では、予算分配や決算、生

会則の改正なども仕事で、自分たちでいろいろなこ

とを決めていくという風潮が強い学校だったと思い

ます。 

 もう一つ、附属時代の思い出として卒業研究があ

ります（Slide 4）。東大附属では、1万 6000字以上の

論文を書かないと卒業できません。4 年生の終わり

からテーマ決めが始まり、5 年生から 6 年生の夏ぐ

らいまで研究と執筆を行い、6 年生の 1 学期の終業

集会のときにみんなで提出するのが例年の流れです。 

 

 私は卒業研究で町工場の後継者問題を取り上げま

した。私自身の実家が町工場で、小学生ぐらいのと

きから産業フェアに行くのがすごく好きだったので

すが、意外とそういうものが好きな人や町工場に興

味がある人はいないことに気付き、これをテーマに

してみようと思いました。 

 実際に研究を進める中では、先行研究や参考文献

があまりないテーマだったので、役所や高校、町工

場、区主催のイベントなどに行ってとにかくフィー

ルドワークをして、その内容をまとめるということ

を 1年半ほどしました。最終的には、幸運なことに

旺文社の全国学芸サイエンスコンクールで入選する

ことができました。卒業研究がまさか外部で評価さ

れると思わなかったので、すごく驚きでした。 

 

 

3.大学での学び 

 東大附属で 6年間過ごした後は、卒業してすぐ電

気通信大学に進学しました（Slide 5）。ここはいわゆ

る理工学部しかない理系の単科大学です。大学では、

メディア情報学といって、情報系の中でも通信やコ

ンピュータサイエンスではなく、AIやVRなど応用

寄りの研究室が多いプログラムを専攻しています。 

 

 最近はプログラミング教育がすごく盛んで、小学

校から行われていると思いますが、私自身は大学に

進学するまでプログラミングも情報学も全く分から

ず、今にして思うとよく行ったなという感じなので

すが、東大附属生活とは全然違うことをしようと思

って大学に進学しました。 

 電気通信大学は留年率が非常に高いことで知られ

ていて、ストレートで卒業できる学生が 3分の 2と

Slide 4 Slide 5 
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いうことだったので、大学生活はとにかく単位を取

るのに必死でした。特に実験レポートなどが結構大

変でした。その一方で、私は理系には行ったものの

理系科目がすごく得意というわけでもなく、むしろ

人文系科目や他大学の科目も履修したり、教員免許

を取らないのに教職科目を履修したり、自分の専門

ではないことも結構学びました。 

 大学では、ヒトは新たな身体部位を受け入れるこ

とができるのかということを研究しました（Slide 6）。

具体的には、人間のそれぞれの指に対応する場所が

脳にあるのですが、新しい指を追加した時、それに

対応する場所ができるのか、既存の指に対応する場

所は変化するのか、ということを調べるために、脳

活動を計測し、これまで学んできた統計や機械学習

の知識を使って解析を行いました（Slide 7）。 

 

 

 卒業研究では、指を受け入れたことによって脳活

動が少し変容した可能性を示す論文を書くことがで

きました。4 月から研究を始めたのですが、国内学

会で 2回発表し、日本科学未来館で展示するなど、

いろいろな活動をさせてもらい、非常に恵まれた環

境にいると思っています。 

 

 

4. 東大附属の学びが今に活きていると思う点 

 東大附属での学びが今に活きているという点を三

つ紹介します。 

 1 点目が行動力です（Slide 8）。生徒会活動でも卒

業研究でも、取りあえず自分でやってみないと何も

始まらないということを実感することができました。

当時はあまり自覚がなかったのですが、大学に進学

してから「行動力があるよね」と言ってもらえるこ

とが増えて、思い返せば、自分で行動したことで道

が開けたことが割とあったと思います。例えば、プ

ログラミングは大学で初めて勉強したのですが、エ

ンジニアのバイトを始めてみたり、先ほど情報系な

のに脳の研究をしていると思われた方もいるかもし

れませんが、私の代から他の学科の研究室に行ける

ようになったので、他の学科の研究室に行って研究

を始めたりしました。 

 

 研究活動においても行動力は求められるものだと

思っています。例えば、研究グループでは毎週ミー

ティングで進捗状況を確認するのですが、取りあえ

ず自分で考えてやってみた結果を「どうでしょうか」

と言って持ち込まないと研究は進まないと感じてい

Slide 6 

Slide 7 

Slide 8 
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ます。 

 2点目が、興味関心の幅が広がったことです（Slide 

9）。東大附属には個性的な生徒が多く、さらにそう

いう人たちと深く関わる機会が多かった印象があり

ます。特に、文系・理系でクラスが分かれず、自分

で授業を選んで時間割を組むというのが私にとって

は大きいポイントだったと思います。クラスの隣の

席の子が自分とは全然違うことを勉強しているとい

う環境が私にとっては良くて、あまり興味を持って

いなかったことでも、友達が勉強しているから自分

も勉強してみようかなと思うことがよくありました。 

 

 卒業研究のテーマも、大学だと先生の専門と同じ

ようなことに興味を持つ人が集まって研究の指導を

受けますが、東大附属では同じ指導教員の生徒でも

全く違う研究をしているケースが非常に多かったで

す。実際、私は同じグループの友人が教育関係の卒

業研究をしていて、その中で学習支援ボランティア

の存在を知り、その影響もあって大学に入って学習

支援に関するボランティアを始めました。 

 大学ではいろいろな授業を履修しましたが、実際

にヒトの身体の認知を研究していると、心理学も結

構使いますし、卒業論文を書く際には先行研究とし

て哲学者が書いた論文などを読まなければいけませ

んでした。そもそも他学科の授業を履修したことが

きっかけで他学科の研究室に行くことになったので、

幅広く勉強しておいて良かったと思っています。 

 3点目が、自己理解が深まったことです（Slide 10）。

卒業研究は研究として成り立たせなければいけない

ので、単に町工場が好きだから町工場について調べ

たいと言ってもテーマが通りません。テーマ決めの

際に、「高校生がその研究をする意味はあるの？」「あ

なたがその研究をする意味はあるの？」と言われま

した。当時は厳しいなと思ったのですが、自分が何

に関心があり、何ができるのかということを俯瞰的

に考えたことが、その後の進路選択の役に立ちまし

たし、普段からそういう考え方をするようになった

と思います。 

 

 

5.まとめ 

 東大附属はさまざまな個性的な教育をしています

が、私にとっては、比較的自由な環境で伸び伸びと

過ごせたことが一番良かったと思います（Slide 11）。

生徒会活動や卒業研究で取り組んだ内容に直結した

進路を選んだわけではありませんが、そのときの経

験から得られたものは進路等に大きく影響している

と思います。 

 

 

（北村） 安田さん、ありがとうございました。東

大附属で学んだことを大学でさらに積極的に発展さ

せている感じを受けました。 

 

  

Slide 9 

Slide 10 

Slide 11 
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卒業生による東大附属での学びと大学での語り② 

「主体的・対話的に学んだ 9年間を振り返って」 

益田 耕佑（東大附属 69回生・2019年度卒業生） 

 

 

 

 東大附属 69回生の益田耕佑と申します。大学 3年

生を終えようとしているところです。私からは、中

高の 6年間と大学の 3年間で学んだことを報告した

いと思います。本日は学校の職員の方だけではなく、

在校生の方や保護者の方も来られているので、後輩

や保護者の皆さんにとっても少しでもプラスになる

ような報告になればいいと思っています。 

 

1.自己紹介 

 私は 2014年 4月から 2020年 3月まで東大附属に

在籍していました（Slide 1）。ちょうど創立 70周年の

年に私たちの代が生徒会の幹部学年だったこともあ

り、生徒会長だった私は慌ただしい生徒会生活を送

りましたが、その他にも部活動で卓球をしたり、学

外でカヌー部に入ったりして、楽しい中高 6年間を

過ごしました。卒業研究では、對比地先生の下で「電

力自由化に関する消費者の意識調査」というテーマ

で研究を行いました。その後、AO 入試で富山大学

を受験し、合格して現在に至ります。 

 

 大学では都市デザイン学部に所属し、まちづくり

や地方創生について、文理融合でハードとソフトの

両面から学んでいます（Slide 2）。学外活動としては、

教育コンサルベンチャーで長期インターンを実施し

ています。卒業後は教育業界やエネルギー業界での

就職を検討しており、現在、就職活動の真っただ中

です。 

 

 

 

2.主体的学びについて 

 まず主体的学び（中高編）についてお話しします。

Slide 3の左から 4番目に写っているのが私で、生徒

会長を務めていたときです。本当に楽しい生徒会活

動ができたと思っています。当然、難しいことや悩

Slide 1 

Slide 2 
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んだこともありましたが、その中でチャレンジした

分、学んだことも大きかったと思います。写真に映

っているのは、創立 70周年の記念式典などのイベン

トのために作られた組織で、学年を超えてさまざま

な交流ができました。 

 

 次に、主体的な学び（大学編）です。全学横断 PBL

という授業について説明します（Slide 4）。PBLはプ

ロジェクトベースドラーニングの略で、全学横断

PBLは、全学を挙げて地域を巻き込んだ形で勉強す

る授業です。従来の教養教育や専門科目に限らず、

データサイエンスや地域交流、SDGs などあらゆる

考え方を混ぜて、持続可能な社会の実現に向けてグ

ループごとにテーマを設定して活動しています。 

 

 私たちの班のテーマは「これからの時代の新たな

シェアを考える」です。シェアカーやシェア傘、あ

るいは感情のシェアなどを想像されるかと思います

が、私たちは夢のシェアを考えて、実際にイベント

も行いました。中高生が夢を持っていないことが社

会的に問題になっており、調べる中でもそういった

データを見たのですが、大学生や大人が中高生と一

緒に自分の夢を考え、それをシェアすることが、そ

れぞれの世代にとってプラスに働くのではないかと

いう仮説を立て、授業が終わった後も学外活動とし

て自主的に活動しています。 

 これらの活動を踏まえ、主体性に関して学んだこ

との一つ目は、チームビルディングの大切さです

（Slide 5）。これが一番重要だと思っています。私自

身はリーダーになる機会が多かったので、チームの

メンバーとの関係性を築く上ではお互いの意思疎通

が円滑に進むことが重要ですし、そこに楽しさが含

まれていることが大切だと思っています。このこと

は東大附属での生徒会活動や大学での PBL活動、そ

の他のグループワークを通して学ぶことができたと

思っています。 

 

 二つ目は、トライすることを恐れない気持ちです。

私は、生徒会での経験や、前期課程（中学校）の生

徒会である評議委員会での経験などを通して、たく

さんの失敗をしてきました。ただ、大学生になり、

就職活動で自己分析をするために過去を振り返って

みると、全てが自分の成長につながっている感覚が

あります。これは東大附属の教育だからこそという

部分もあると思います。他の高校と比べると生徒と

話す機会が非常に多く、そこで形成されるものが多

いという特徴があると思います。 

 三つ目は、二つ目とつながりますが、失敗も成功

も全てが成長につながっているということです。 

 

3.コラム 単位選択制の面白さ 

 Slide 6は、高校 3年生（6年生）のときの私の時間

割です。注目してほしいのは、水曜の 5・6限の工芸

という授業です。理系で大学受験した私が高校 3年

生の後期まで受験科目ではない科目を取っていると

Slide 3 

Slide 4 

Slide 5 
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いうのは、他の高校では珍しいのではないかと思い

ますが、私はそのとき楽しいと思っていることに打

ち込み、そこに集まってくる芸術系・理系・文系の

友達と一緒に一つのものをつくる活動が、中高の学

校生活においてすごく価値のあることではないかと

感じています。 

 

 科目は全て自分で選択できるようになっていて、

勉強したい科目を前年度のうちに決めて、次の年度

の時間割が決まる仕組みでした。 

 

 

4.対話的学びについて 

 次に、対話的学びについてお話しします。東大附

属の総合学習は、1～2年の総合学習入門、3～4年の

課題別学習（海・Sea）、5～6年の卒業研究に分かれ

ていて、3～4年の課題別学習（海・Sea）で体験した

ことが私の中で対話の原点になっています。「海と人」

をテーマに、実際に沖縄に赴き、島民と対話を行い

ました（Slide 7）。その対話には、島独特の文化や気

候、考え方が存在し、戦争の経験から、非常に思い

の強い島民も多いです。その中で、海と人がどのよ

うにつながってきたのかという普段なかなか話さな

いところを島民から引き出す体験をしました。それ

を基に、最終的にはドキュメンタリー映画を作成し

ました。 

 

  大学では、長期インターン PAddleを実施してい

ます（Slide 8）。これは中高生向けのキャリア支援を

コーチングを活用して行うもので、私が教育ベンチ

ャーの社長と共に立ち上げた新規事業です。私は東

大附属で学んだことを踏まえて大学に進学したとき

に、楽しそうに学んでいる学生が少ないと感じまし

た。大学生になって「一緒に学ぼう」「頑張ろう」と

言って火がつく学生は多くなく、私自身、中高の段

階で自ら興味を持ったことについて勉強し、大学に

進学し、次の進路を選ぶことの大切さを学んだので、

中高生が自分の意思で進路選択をするために広い視

野を持つことをテーマに活動しています。 

 

 東大附属で経験した沖縄でのヒアリングを通して、

人の気持ちを引き出すことの難しさや、会話ではな

く対話の先にある濃いつながりを学びました（Slide 

9）。深いことを話せば深い関係になり、中長期的な

つながりになっていきます。実際に大学に進学して

からも、ご縁があり、沖縄には 2回ほど教育関係で

訪問してさまざまな活動をしました。 

Slide 6 

Slide 7 

Slide 8 
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5.コラム 印象に残る学び 

 大学の授業で、ある先生からこんな話を聞きまし

た。「教授が授業で話したことのほぼ全てを学生は忘

れる。でも、中には 5年後、10年後、さらにもっと

時間がたってから、不意に『あのとき教授がこんな

ことを言っていたかも』と思い出し、そのときの行

動や決断の糧になることがある。教師はその日のた

めに学生に学びの場を提供する」（Slide 10）。この話

がすごく刺さりました。私も今回の機会を頂いて、

何を話そうかと思って中高のことを振り返っても具

体的な学びがすぐに思い出せない中で、一つだけず

っと印象に残っていることがあります。 

 

 何かというと、「プレゼンはプレゼントだよ」とい

う話です（Slide 11）。卒業研究の過程でプレゼンをす

るときに、当時の先生から「プレゼンターはオーデ

ィエンスに何かしらの価値を提供する。それは些細

なものでも、意図したものでも、意図していないも

のでもいい。プレゼントを渡すことに意味がある」

という話を聞きました。そんな学びがあったことを

今の東大附属の生徒の皆さんにも伝えたいと思い、

この話を紹介しました。 

 

 

6.まとめ 

 主体的学び、対話的学びが、私が東大附属で学ん

だことのメインです（Slide 12）。それは時代が変わっ

ても求められる学びであり、このような学びができ

た東大附属の教育は私にとってすごくフィットして

いたと思います。 

 

 

 

（北村） 益田さん、ありがとうございます。非常

にすてきなプレゼントを下さったと思います。安田

さんと益田さんは、対照的ではあるのですが、どち

らも東大附属らしい卒業生だと感動しました。

Slide 9 

Slide 10 

Slide 11 

Slide 12 
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指定討論 

細矢 和博（教育学部附属中等教育学校副校長） 

 

 

 本日、卒業生の立派な姿を見て、それぞれの良さ

が出ている発表だと感じました。授業実践も 2人の

先生から発表がありましたが、探究学習や協働学習

を大事にすることは、ごく最近始まったわけではな

く、先輩の教職員から脈々とつながってきた伝統に

基づいています。こういうスタイルは、先輩の先生

方や卒業生たちが大事にしてきた流れの下にあり、

そしてそれを支えてくださる保護者の皆さまがいる

ことが大前提だとご理解いただければと思います。 

 Slide 1 に示しているのは、過去に先生方が発した

本校を特徴付けるようなコメントです。私たちがぼ

んやりと思っていたことを、うまく言葉にして表現

してくださったと思います。 

 

 4 人の発表を聞いて、やはり本校が大事にしてい

るのは、子どもたちに選ばせること、子どもたちを

自ら動こうとする気持ちや自分からつかみ取らなけ

ればいけないという気持ちにさせること、そして、

友達やいろいろな人がいて自分がいるのだという気

持ちにせることだと思いました（Slide 2）。その結果、

生徒たちは、自分が偉くて相手が下ということでは

なく、自分の意見を大事にしてもらう代わりに相手

の意見も大事にするという対等な関係性を他人の多

様性を通して学び、自分を見つめ直しているのでは

ないかと感じました。 

 

 

 

 

Slide 1 

Slide 2 
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 4 人に改めて聞きたいこととして、先生方には、

子どもたちの導き方、課題の設定、教育活動を成り

立たせるための環境整備をどのようにしているかと

いうことを聞きたいと思います（Slide 3）。そして卒

業生には、先生方が整備した環境の下で 6年間学ぶ

中で悟ったことを聞ければと思っています。 

 

 本校の教員は、生徒に自分の理想の将来像を想定

させて、そこにより近づける選択をするように指導

しています。そのことが結果として、大学での履修

の幅を広げることになったり、理系で大学受験する

けれども芸術科目を履修するといったことにつなが

っていると思います。つまり、最短距離で進学させ

ようと思っている学校ではないと理解していただい

た上で、4 人からの回答を聞いていただければと思

います。 

 

指定討論に対する回答 

 

（對比地） 私が教室の環境整備として心掛けてい

るのは、生徒一人一人のペースや、学びたいという

気持ちにさせることです。特に新入生の指導では、

学び方をこちらで決めるのではなく、一人で学びた

い子には一人で学ばせて、2 人で学びたい子には 2

人で学ばせます。頑張っていることに対して価値付

けをして、「面白い疑問だね」と言ってあげることで、

「自分が疑問に思ったことや学びたいと思ったこと

を学んでいいんだ」「一人で学んでもいいんだ」とい

う形で、自分の学び方を学べるように心掛けていま

す。 

 

（山本奈） 私は今まで体育の授業では、プラクテ

ィスな実践の時間をメインにして、その中で協働的

な学びとして話し合いを入れていたのですが、東大

附属で授業をするようになり、他の先生の授業も見

学する機会を頂く中で、話し合いの時間をしっかり

と確保することがその後のスキル向上につながると

感じました。ですから、今までは「5 分話し合って

10分練習しましょう」という感じだったのを、あえ

て話し合いをメインにして、1 時間丸ごと DeAL 教

室で話し合わせて実践は行わないという授業も取り

入れています。そういったことが、後から思い返し

てみると、生徒たちの学びにつながっていたと感じ

ることもあります。 

 東大附属の生徒は、体育だけでなく、全ての教科

で当たり前のようにグループ学習やディスカッショ

ンを行っています。最近は総合学習でも協働の時間

や探究の時間が多く設けられていると思いますが、

東大附属では学校全体で取り組むことが探究的市民

の育成につながっているのではないかと思います。 

 

（北村） 最後の学校全体で取り組むという点は、

東大附属の学びを他の学校にどう波及させるかとい

Slide 3 
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うことの一つの回答にもなると思いました。 

 

（安田）私は東大附属の学びについて、共同体とし

て協働的に学ぶ雰囲気があるという話をしましたが、

入学してすぐにそういう雰囲気ができたわけではあ

りません。1 年生の最初に遠足や宿泊行事があり、

そこで班を組まされてグループで行動するのですが、

私の班も含めてけんかがすごくて、どうやって仲裁

すればいいのだろうと途方に暮れていました。6 年

間の中でだんだん共同体になっていくのですが、1

年生のときに「この 120人で 6年間学んでいくんだ

よ。いい共同体を作るのは自分たちなんだよ」と言

われて、いい仲間にしていきたいなと思ったことは

すごく覚えています。 

 他校の話は大学に進学してから周りの子から聞き

ますが、先ほど細矢先生もおっしゃったとおり、東

大附属での学びが大学進学のための最短距離の学び

ではなかったことは、私にとってすごく良かったと

思います。私は東大附属に入学したときは理系科目

が大嫌いで、理科も数学も全く興味が持てなかった

ので、自分でもまさか理系の大学に進むとは思って

いなかったのですが、「テストの点数を上げるために

勉強しろ」と言われず、自分で勉強するゆとりがあ

ったことが良かったのかなと思います。「やれ」と言

われたら数学も理科も嫌いなままだったと思うので、

そういう環境はすごくありがたかったです。 

 

（北村） 最短距離ではないからこそ、調べ学習的

なものが好きになったのかもしれませんね。 

 

（益田） 私は、東大附属に入学して、同級生全員

が小学校のときの学び方から大きく変わって右も左

も分からないままいろいろな方向に動きだす中で、

その環境に混乱したり、どうしたらいいのか分から

なくなることもありましたが、振り返ると、それを

解決するのも 120人の同級生や先輩・後輩だったと

思います。120人で人数がそれほど多くなく、それに

比べて先生方は人数的に多いですし、すごく親身に

なって相談に乗ってくださるので、東大附属全体が

フォローの状況をつくっていたようなイメージがあ

ります。何か分からないことがあったときに友達と

一緒に解決するというのは、テスト勉強もそうです

し、部活や生徒会も本当にそうだったと思います。 

 地方国公立大学にいると、ある程度勉強ができて、

学歴に強い意識を持った学生が周りに多い中で、私

自身は東大附属で学力を伸ばすだけではない勉強を

経験しかったら今のような積極性は絶対になかった

と思うので、積極性が得られたことも東大附属で学

んで良かったと思える点です。 

 

（北村） 自分が東大附属で身に付けたものを今も

大事にしているのだと感じます。4 人の回答を踏ま

えて、細矢先生、最後にコメントをお願いできます

か。 

 

（細矢） 4 名の方、お答えいただきありがとうご

ざいました。本校では適性検査という名の下に入学

検査を行うので、勉強しなくても小学校のテストで

は満点に近い点数を取れたような生徒が入ってくる

可能性が高く、中には「勉強はしなくていい」「勉強

はつまらない」と感じている子もいると思います。

ただ、入学してからは、いい意味でのカルチャーシ

ョックといいますか、「勉強はここで終わりなんてこ

とはない。この先にはもっと深い学びや、もっと広

い学びがあり、もっと違うものが見える」というこ

とを生徒たちに伝えることが大切だと考えています。

その前提で、各教科の先生方も、その教科の面白さ

を前面に出して授業を行っているのだと思います。 

 保護者にも、保護者会などの場で「すぐに結果を

求めないでください。点数が悪くなっても、あまり

説教をせず、悪くなるところまで行かせてください。

自分で変わろうと思わない限り変わりませんから」

ということを粘り強く伝えています。 

 本日は先生方からすごく示唆に富んだ話を伺って、

卒業生の話も聞いて、改めて自分の仕事を振り返る

いいきっかけになりました。このような機会を与え
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ていただきありがとうございました。 

 

（北村） 私たちにとっても東大附属の学びについ

て理解を深める機会になったと思いますし、東大附

属だけではなく多くの学校にとって参考になる話だ

ったのではないかと思います。チャットの方に、探

究的な学びや教育のデジタル化が表面的なものにな

ってしまって悩んでいる先生が多いという話があり

ますが、細矢先生が最後に「教科の面白さをしっか

りと伝えていくことも大事」とおっしゃったように、

東大附属では、それぞれの教科の大事なところを先

生方自身がしっかりと探究した結果として、さまざ

まな教え方、学び方を大切にしているのだと感じま

した。そこは私たちもしっかりと学んでいきたいと

思いますし、先生方にも今後も続けていただきたい

と思います。 

 

（小玉） 私は冒頭の挨拶で、中等教育が高等教育

の下請け機関や準備機関にならないことが高大接続

にとって非常に重要だという話をして、先ほど細矢

先生からも「大学進学のための最短距離の学びにな

っていない」という話が出ました。それとの関係で、

對比地先生が「内容が高度になっていくことと、問

いが深くなっていくことは、必ずしも対応しない」

とおっしゃったことがすごく重要だと思っています。 

 そこで益田さんと安田さんに聞きたいのですが、

二人はかなり領域横断的に、いろいろと目移りしな

がら活動、探究していると思うのです。例えば安田

さんは理系の学部に進学したけれども文系の授業も

たくさん履修したり、教員免許を取らないのに教職

科目を履修したりしていますし、益田さんもインタ

ーンや領域横断型の PBL 活動に取り組んでいるわ

けですが、そのように領域を広げていく中で、問い

は深まりましたか。 

 

（安田） 問いが深まったかどうかは正直よく分か

りませんが、分野を横断することで、物事をいろい

ろな方向から見られるようになった気はします。あ

と、最短経路という話がありましたが、問いに直結

しなくても、何かの役に立たなくても、自分が興味

のあることをしていいというのは、東大附属からも

らったメッセージの一つだと思います。 

 

（小玉） 役に立たないことの中に何か重要なこと

があるということですか。 

 

（安田） もしかしたら役に立つかもしれないです

が、回り道をしてもいいというメッセージだと思い

ます。 

 

（益田） 私も正直、直接的な事例を挙げて回答す

るほど客観視できていないのですが、ただ、就職活

動などで評価される機会に、「課題を見つける力や、

その課題解決における考え方が、学力が高いからで

きるパフォーマンスではないけれども、何かやって

いたの？」と聞かれることがあって、それはほぼ間

違いなく東大附属での学や、それを踏まえて今まで

領域を超えていろいろなことを経験した中で得た力

だと思います。 

 

（北村） 非常に大事な問いかけだったと思います。

そもそも、私たちは簡単に「深い」という言葉を使

ってしまいますが、その意味をこれからも考えてい

きたいと思います。 
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質疑応答 

注. 質問者の匿名性を保つため、各質問者に対して

質問者 1.2…という番号を付与した（同じ質問者の場

合には同じ番号を付与している）。 

 

質問者 1：課題を達成することと、理解したことはイコール

にならないと思うのですが、本当に全ての生徒が理解でき

ているのでしょうか。 

 

對比地：ご質問ありがとうございます。「理解できて

いる」をどう定義するかによりますが、私の力では

「問題（テスト）に正しく答えられる」という尺度

で確認するのが限界です。一緒にやっている”でき

る”生徒は、より正確にそれを判断できていると思

います。 

 

質問者 1：テストで「理解できていない」事実を突き付けら

れることで、生徒たちはどのような変化が生まれるのでしょう

か。変化が生まれない生徒もいらっしゃるのかなと思うので

すが、実際はどのようなものなのでしょうか。 

 

對比地：私からの言葉で変わらない子は何を言って

も変わらないのではないかと思いますが、近くの子

の一言や行動・態度でいとも簡単に変えてしまうの

で、子どもたちに助けられています。 

 

質問者 1：いわゆる依存的援助要請になりやすい子に対

してはどのようなアプローチをされていらっしゃるのでしょうか。 

 

對比地：これに関しては、基本的に生徒は「援助要

請」に対してかなり遠慮しているため、依存的な状

況は見られません（むしろ、もっと援助要請してほ

しいくらいです）。 

 

 

 

 

質問者 2：探究プロセスでの情報源について、「インターネ

ットや教科書」と何度かおっしゃいましたが、貴校の学校図

書館の情報メディア（パッケージor非パッケージ）の質と量

についてや、司書教諭および学校司書の貢献の有無につ

いて、お教えください。 

 また、生徒が導いた結論に関して根拠（出典）を精査

し提示させることを行っておられますか。さらに、紹介くださっ

たご実践そのものについての評価、つまりテスト結果に表れ

る評点ではなく、探究プロセスそのものの評価は行っておら

れますか。 

 

對比地（チャットでの回答）：テスト結果に表れる評

点ではない部分については、（評定に入れるのではな

く）声掛けなどでフィードバックしている形です。

級友からの「面白い」「すごい！」「よく分からない」

の方が、よいフィードバックになっているのではな

いかと感じています。 

 

對比地（口頭での回答）：本校は司書の方がとても協

力的に授業に参加してくれます。「こういうことを授

業でやるのですが、こういう本はありませんか」と

聞くと、「では調べておきますね」と言って、図書館

の中の目に入りやすいコーナーに私の授業の関連本

を置いてくれたりして、生徒の調べもののスタート

になるところをすごく支援してくれます。 

 

淺川：先生方、安田さん、増田さん、報告ありがと

うございます。退職した教員ですが、お話を伺いな

がら当時のワクワクした日々を思い起こして感慨深

いものがありました。図書館へのご質問がありまし

たので、僭越ながら私の把握の範囲でお答えします。 

図書館の蔵書は約 3万冊です。コロナ禍のもとで

非来館型サービスとして電子図書館を 2021 年度か

らスタートし、電子書籍もまだ少ないですが 56冊の

所蔵となりました。 

図書館の OPAC（オンライン蔵書目録検索システ

ム）は学内・学外どこからでも 24時間アクセス可能

で、図書館からのお知らせや新着図書情報、調べ学



23 
 

習や卒業研究に役立つリンク集など、様々な情報に

アクセスできる入口になっています。 

新聞も日刊全国紙を夕刊含め 3紙（朝日・読売・

毎日）購読しており、朝日新聞の新聞記事データベ

ース「朝日けんさくくん」も校内で利用可能です。 

また、卒業研究に本格的に取り組む後期生（高校 1~

３年生）は、百科事典や辞書、新書、統計資料など

の信頼できる情報をいつでも利用できるインターネ

ットサービス「ジャパンナレッジ School」を利用し

ております。「オンライン型図書館」とも言えるサー

ビスを、生徒一人ひとりが活用できる環境が整って

います。 

東大の教育学部図書室や附属図書館に所蔵してい

る図書資料も、生徒の必要に応じて取り寄せること

が可能です。また、公共図書館からの取り寄せにも

対応していますので、およそ全ての情報にアクセス

できると言っても過言ではないと思います。 

館内 5 箇所の据え付けの PC でいつでも蔵書検索

ができるほか、40台の貸与 PCでじっくり情報に触

れることもできます。 

こうしたレファレンスをサポートするため、図書

館司書が専任で１名常駐しているほか、週 2日は非

常勤の司書さんにも来ていただいています。司書教

諭とも非常に深い連携の中で、生徒の学習支援・授

業の支援が行われています。授業での利用も多く、

昨年度（2021年度）は長期休暇を含めた開館日数 193

日のうち、授業で 316回、図書館が利用されました。 

 

質問者3：對比地覚先生、大変興味深いご発表、ありが

とうございました。3点質問させてください。 

①クラス全体の理解度が十分ではないとき、一斉授業を

することはありますか。 

②生徒だけで解決できない課題が生じたとき、どのように

対応していますか。 

③評価はどのように付けていますか。 

 

對比地（チャットでの回答）：①は、口頭でお話しし

たとおり、一斉授業によって「教えた」ことにする

ことはしません。 

 ②基本的にそのようなことがないのですが、こち

らのミスで教師の助けを必要とする課題であったこ

とに気付いた場合は、その場で補足説明をすること

が（あって年に 1～2回）あります。 

 ③評定（総括的評価）についてはテストの出来・

学習カードの状況を中心に付けています。形成的評

価など、それでは難しいものについては、都度口頭

（試問の中）で伝えるようにしています。 

 

對比地（口頭での回答）：クラス全体の理解度が十分

でないときに一斉授業をすることはありません。な

ぜなら、私がそれをすることによって理解度が上が

るとは思わないからです。私が教えて分かるのであ

れば、隣にいる子が教えても分かると思いますし、

40人中 10人分からない子がいたとして、10人に 10

通りの話を 10 通りのペースで話すことは私にはで

きないので、一斉指導することはありません。 

 生徒だけで解決できないときはどのように対応す

るかということですが、基本的に生徒だけで解決で

きない課題は出しません。というのも、基本的には

教科書に書かれていることを課題として出すからで

す。もし生徒だけで解決できないことがあれば、つ

まずいている部分を見て、確かに私が入らなくては

いけないと思ったところに関しては入りますが、今

までそういうことをしたことは 1年に 1回あるかな

いかぐらいです。 

 

質問者 1：對比地覚先生、援助要請を控えているという

のもなぜそれが起きているのかとても興味深いなと思いまし

た。生徒たちは持った疑問を他者を活用せずに情報探索

して解決しているのか、解決せずに諦めて授業を終えている

のか、どちらかなのかなと思いました。成績優秀者自体は

前者だと思いますが、なかなか成績が上がらない生徒はも

しかしたら後者になってしまっているのかなと思いました。 

 

對比地：何とも言えませんが、生徒たちの言葉の端々

をつなぎ合わせると、①自分で何とかしなければと
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思っている（同級生も自分の課題をやっているので

邪魔をしてはいけない）、②自分の力で頑張りたい

（頼ってしまうと身にならないのではないか）、③低

能だと思われたくないからなのかなと感じています。 

 

質問者 1：對比地覚先生、②に関しては望ましい特

性なのかなと思いました。一方で①と③に関しては

友人だけではなく、教師に対する援助要請を妨げる

要因と同じ構造だと思うので、その点は共同的な学

びでも、そこを取り除けるようにすることは一つ重

要な点なんだなと思いました！ 

 

北村：幾つかの質問の中に「評価」という言葉があるので

すが、山本先生は、授業の評価はどのようにされているので

しょうか。 

 

山本奈：基本的に教科で評価の基準を設けているの

で、割と細かく設定しています。実技も保健も一つ

一つ分けて評価を行っています。 

 

北村：見せていただいたようなアクティブラーニン

グの中でも評価基準が幾つかあって、それに基づい

て評価しているということですか。 

 

山本奈：そうです。 

 

質問者4：山本先生への質問です。DeAL教室のメリット

は、ご講演からよく理解できました。アナログ教材での授業

と比べて、課題を感じておられる点がありましたらご教示い

ただけますでしょうか。 

 

山本奈：今感じている課題は、生徒一人一人がデジ

タルで授業に取り組んでいて、実際にそれをそのま

まクラウド上には保存できるのですが、生徒のノー

トには保存できないことです。デジタルのデータを

Google Classroomに送ることはできますが、生徒の手

元に残るデータとしては、ノートの活用も併用して

行う必要があると感じています。 

 

北村：別の質問に「自分事」という言葉もありました。探

究的な学習では自分事となっているかどうかが大事だとい

うことです。山本先生の授業は、テーマが自分たちに身近で

ある点で非常に自分事にしやすいと思うのですが、同時

に、ちょっとセンシティブなテーマだったりすると、あまりにも自

分事過ぎて授業に入りにくい子もいるのではないかと思うの

ですが、そのような問題は起きませんか。 

 

山本奈：実際に保健の授業ではセンシティブなテー

マもあるので、そういうときは科の中で相談したり、

養護教諭と相談したりします。「この題材はどうした

らいいか」という話をしながら授業を考えることは

結構あります。 

 

北村：恐らく課題の設定の仕方がすごく大事なのか

と感じましたし、山本先生の授業は、これからの時

代の教育を先取りして挑戦していると感じました。

先生方、本当にありがとうございました。 

 

質問者5：生徒たちは自宅ではどんな宿題、課題を、1日

どのくらい取り組んでいるのでしょうか。 

 

對比地：一人一人の生徒が、何をどれくらいしてい

るのかは（他科目の課題もあり）把握し切れていま

せん。すみません。 

 

質問者 6：探究的な学習において、自分事となっているか

ということがとても重要になってくると思います。その際、課

題の設定ということが鍵になると思うのですが、生徒個人が

課題を設定する際に、学習の最後の 5 分間で行っている

振り返りの中の表現から次の時間の課題にしていくような、

自分事として捉えられる課題の設定の支援はどのようなこ

とをしていますか。 

 

對比地（チャットでの回答）：さまざまなことが考え
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られるため何とも言えませんが、先ほども口頭で申

したとおり、「いい疑問です」「なるほど」などのコ

メントを残して価値づけを行っています。 

 また、学習カードに疑問点を書かせるのも、前時

の疑問を思い出せるように（そして、そこからその

時間の学習を再開する手掛かりになれば）という思

いがあります。 

 

對比地（口頭での回答）：自分事とするために振り返

りをどうしているかという質問があったのですが、

そこに関しては私は「いい疑問だね」「とても大事な

ことだと思うので、時間をかけてじっくりやってく

ださい」と言うことが多いです。面白い疑問だと、

生徒同士で「すごく面白い」「それ、よく疑問に思っ

たね」「自分もそれに興味がある」という感じになる

ので、私は本当に「面白いね」という感想を述べる

ぐらいです。 

 

質問者 7：對比地先生への質問です。授業時間中の生

徒さんたちの取り組みに関して、大変興味深く拝聴しまし

た。授業の前後の部分（事前の課題の出し方や、授業の

最後の回収の仕方、理解度の確認？）について、具体

例をご紹介いただけたらありがたいです。 

 

對比地：課題については Slide5 でお示ししたような

ものを、Google Classroomの「課題」として前時の授

業があった日の放課後に生徒に提示しています。回

収の仕方ですが、生徒には学習カードに書き出すこ

とで頭を整理させています。私自身の振り返りとし

てはその生徒の学習カードの記述を見て反省してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

質問者 8：對比地先生、「課題の全員達成」が目的とい

うのは、先生の授業だけでしょうか。そうだとすると、回を重

ねていくうちに目的を忘れて個人的理解を優先しそうに思

います。その際は、なぜ「全員達成」が良いのかを定期的に

伝えている必要があるかと思いますが、どのようにされている

のでしょうか。 

 

對比地：確かに中だるみのようになることがありま

すので、その際はテストや学期の区切りに「なぜ全

員達成が大事なのか」、その子たちの状態に合わせた

方向から確認しています。 

 

質問者 8：對比地先生、返信ありがとうございます。

また機会がありましたら授業を見学させてください。 

 

質問者 6：理科授業を通して育成を目指す資質・能力と

その学習評価として、授業中に行っているアセスメントとし

て、思考過程の確認以外にはどのようなことをしています

か。 

 

對比地：授業中は、テストで「どっちなんだろう？」

という部分を見取ろうと思っております。私の能力

の問題で、実際は思考プロセスやどう学習に向き合

っているかのアセスメントしかできていません（別

の質問への回答と同じになってしまいますが、生徒

同士のカジュアルなフィードバックに助けられてい

ます）。 

 

質問者6：総合学習の基礎期、充実期、発展期でどのよ

うなことを目指して指導しているのかについて知りたいと思い

ました。生徒の発達段階に応じたものになっていると思うの

で、中学校の総合的な学習の時間や高等学校の探究的

な学習の時間の指導でどのようなことを目指すべきか悩ん

でいる方は多いと思います。探究のスパイラルについて校種

ごとのイメージから校種を超えたイメージを持てると、それが

中高連携につながっていくと思いました。 
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對比地：「どのようなことを目指しているのか」の答

えにはなりませんが、基礎期は、探究サイクル（課

題を見つける→具体的な問の形にする→調査・研究

→分析・まとめ→発表・発信）のイロハを知り、自

分たちで 1回転、回してみる。 

 充実期は、一つのテーマについて 1年間かけてじ

っくり何回も探究のサイクルを回して、深めたり広

げたりして、課題を見る「目」やスキルを磨く。 

 発展期は、自分一人で探究のサイクルを 2～3回回

し、スタート当初には見えていなかった自分の問い

の真の姿に気付いたり、自分にできることを理解し

て、「自分の答え」としてまとめる（達成感のある成

果を出す）といった流れになっているように感じま

す。 

 ただ、いろいろな側面があるため、これに限るも

のではないことをご了承ください。 

 

質問者 9：「行動力」は元々自分に備わっていたと思われ

ますか。もし附属に入られてからだとしたら、生徒会活動、

卒業研究のどちらの方が、ご自身の行動力に影響している

と思われますか。 

 

安田：ご質問ありがとうございます。元々、割と思

い切りの良い性格ではあったと思います。一方で、

東大附属での経験を通して培われたものも多いです。 

例えば私は東大附属に入るまで、年上や知らない大

人と話すのがものすごく苦手でした。卒業研究でフ

ィールドワークをするために、自分で見ず知らずの

人に連絡を取って取材するということを何件もこな

していくうちに、自分からコミュニケーションを取

れるようになりました。そのような意味では卒業研

究の影響は大きかったと思います。 

 

質問者 9：まさに実際に学ばれた方からのお声で興

味深いです。ご発表、そしてご回答いただきありが

とうございました。 

 

質問者 10：保護者です。先生方への質問です。今年度

学習指導要領が改正されました。以前よりも履修科目選

択の幅が狭まってしまったような印象を持ちます。このことが

東大附属の持つ自由な学びにどのような影響を持つとお

考えでしょうか。 

對比地覚先生：ご指摘のとおり、今年度から年次進

行で実施されていく高等学校学習指導要領に伴う科

目編成について、どうしたら生徒一人一人の要望（適

性）に沿った学びが実現できるか、われわれも頭を

悩ませている最中です。 

 いわゆる「文理を分けない」学際的な科目選択が

できることが”本校の学び”の一翼を担っていると考

えておりますので、イノベーションの必要性を感じ

ております。 

 

質問者2：安田玲様、意味があるかないかを問うことは意

味がないですよね。「知りたい」を探究することそのものが重

要だと感じます。その「知りたい」という気持ちは、特に中等

教育学校時代から芽生えてきたのですか。思い当たるきっ

かけがあれば教えてください。 

 

安田：東大附属入学前から、いわゆる調べ学習的な

ものは好きだった記憶があります。そういうものが

好きだったので、探究的な学びを掲げている東大附

属を受験したという部分は大きいです。 

 一方で、東大附属で「知りたい」の幅が広がった

のも事実です。例えば私は今でこそ理系の大学に通

っていますが、小学生のときは理科・算数が苦手で

大嫌いでした。興味も全く持てなかったです。しか

し、東大附属に入って、数学の授業で「なぜ、この

ような公式が成立するのか？」「この問題は、他のア

プローチでは解けないのか？ 解けないとしたらな

ぜ？」といったように、今までの経験とは違った角

度から問いを投げられて、それが面白いと思ったの

がきっかけで最終的に理系に行きました。 

 「違った角度から見たら自分も面白い・知りたい

と思えるかも。だから何でも勉強してみたら面白い
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かも」と思えたのは、東大附属の影響かなと思いま

す。 

 回答になっていますでしょうか。（聞きたかったこ

とと違ったらごめんなさい！） 

 

 

質問者 2：ありがとうございます。そうだったので

すね。素養が一層花開く環境を選ばれたのですね。

本シンポからは外れてしまいますが、安田さんが「調

べ学習的なものが好き」になった根源が知りたいと

思った次第です。お返事は頂かなくて結構です。 

 

質問者 11：先生方への質問です。随分前から話題にな

っているテーマだと思いますが、学校現場で探究的な学び

や教育のデジタル化がどうしても表面的なものになってしま

うケースがあり、全国の先生方の中には悩んでいらっしゃる

方がたくさんおられると思います。 

 エッセンスとして、お忙しい中で、どういう意識を持って授

業を研究してくことが大事だとお考えか、お教えいただけま

すでしょうか。 

 

對比地：個人的な意見で申し訳ありませんが、主客

転倒しないようにと自分に言い聞かせています。生

徒に「自分の学び」を大切にしてもらいたい・発展

させてもらいたいので、探究的な学びを奨励してい

る。さまざまな（学習）特性を持った生徒への対応、

一人一人の学びを見取る手助けとしてデジタルツー

ルを用いる。という意識です。 

 そのため、「自分が（教師として）行いたいこと」

を見直す機会とし、それと新しく打ち出された「○○」

がどう関係するのか考えて、有効活用していきたい

なと思っています。 

 極論（ほぼそんなことはありませんが）、「どう考

えても自分の『願い』に重なってこないようであれ

ば使用しない」くらいの捉え方です。 

 

 

  



28 
 

第Ⅱ部 データから見る東大附属の教育効果 

「東大附属パネル調査の概要」 

上野 雄己（CASEER特任助教） 

 

 

 私は東大附属パネル調査の運営と効果検証に携わ

っています。第Ⅱ部では、これまでに東大附属を対

象に行ってきた調査で得られたデータを用いた研究

を紹介できればと思います。 

 

1.研究プロジェクトの概要 

 附属学校データベースプロジェクトとして行われ

てきた東大附属パネル調査は、附属中等教育学校で

の主体的・探求的な学びの総合的な波及効果につい

て効果検証すべく、2016 年度より開始されました

（Slide 1）。その中でも、主に在校生パネル調査と卒

業生パネル調査の二つが行われています。 

 

 在校生パネル調査は在校時の調査で、中等教育 6

学年が対象です。本年度末で第 7波の調査が完了す

る予定です。在校生パネル調査では、総合学習の経

験や心理的側面の項目など幅広く調査されています。 

 卒業生パネル調査では、卒業生を対象に調査が行

われ、2017年度には全数調査、2021年度・2022年度

には卒後 4年半後の社会人 1年目相当を対象にした

卒後継続調査が行われています。 

 東大附属の学習経験が、その後の進学先での学び

や仕事での学びにどのようにつながっているのかと

いうことを知ることを目的に調査が行われ、貴重な

知見が蓄積されています。全ての卒業生からは回答

を頂いていないものの、忙しい中、調査に協力して

くださる卒業生、在校生、保護者、教職員、関係者

の皆さまに、この場を借りて心より感謝申し上げま

す。引き続きご協力を賜れれば幸いです。 

 

2.生徒個人の学びの最適化 

 こうした貴重な調査を基に、在学時の総合学習の

取り組みが在学時の個人の資質や興味・関心の広が

りにつながるだけでなく、卒業後の高等教育での学

びや仕事での学び、さらにはその後の個人のあらゆ

る資質・経験に寄与していることが明らかにされて

きました（Slide 2）。特に東大附属で実践される主体

的・探求的な学びは、定量的に見ても、今だけでは

なく 1年後、3年後、10年後、それ以上の個人の資

質や活動に大きく関わっていることが分かります。 

 

 一方で、個人の学びの形は生徒によって異なり、

Slide 1 Slide 2 
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生徒個人の資質によって、好みの学習やその効果・

結果は変わります（Slide 3）。また、それは学年によ

っても変わるかもしれませんし、生徒の特徴によっ

ても学びの広さと深さが変わってくる可能性があり

ます。そのため、あらゆる側面から調査されたデー

タを分析し、東大附属の生徒たちの特徴やその活動

の効果を引き続き検証していくことが求められます。 

 

 今回発表していただく内容は総合学習にフォーカ

スしていますが、先ほど對比地先生と山本先生から

の報告にありましたように、教科学習や東大附属を

取り巻く全ての活動効果を検証していく必要がある

と言えます。 

 しかしながら、こうした調査の結果を定量的に分

析することは容易ではありませんし、高い専門的な

スキルが求められます。また、研究は労力と時間が

かかり、簡単に行えるものではありません。これま

でにさまざまな研究知見が残されているものの、こ

れまで以上に東大附属の生徒や教育の特徴を研究す

るのは、多くの専門家や協力者が必要です（Slide 4）。 

 

 

3.新たなプロジェクト開始 

 そこで、今年度から新たに東大附属パネル調査の

データを利活用し、東大附属の教育効果検証に尽力

してくれる分析協力者を募集することになりました

（Slide 5）。この後登壇する本学の院生 2名は本プロ

ジェクトに採択された人たちであり、本プロジェク

トはオンキャンパスジョブの一環として行われます。

なお、誰もが分析協力者になれるわけではなく、弊

センタープロジェクト関連の教員が審査を行い、研

究価値が認められた者が協力者となります。 

 

 また、データを利活用する際には、データを保管

しているデータベース管理運営委員会に申請し、附

属学校の研究憲章ならびに附属学校データベース管

理運営委員会内規に基づき、データ利用を許可され

なければなりません。この審査手続きは厳密に行わ

Slide 3 

Slide 4 

Slide 5 
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れ、また、分析時にはデータは匿名化され提供され

るので、個人情報は一切分からないようになってい

ます。特にデータのセキュリティには十分配慮され

ており、あくまでも附属学校の教育効果検証の目的

で使用されています。 

 以上を踏まえ、第Ⅱ部では、東大附属パネル調査

のデータを使用し解析を行った 3名の若手研究者に

登壇していただきます（Slide 6）。CASEER特任研究

員の柴山先生からは、在校生パネル調査データを使

用した「在校時の効果検証」、本学修士課程の山口先

生からは、在校生パネル調査データを使用した「在

校時から将来展望の効果検証」、本学博士課程の西先

生からは、卒業生パネル調査データを使用した「高

大接続ならびに中等教育の効果検証」について発表

します。本シンポジウムのテーマが高大接続である

ことから、各話題提供者には、在校時から卒業後ま

での段階ごとに発表してもらうことになりました。

それぞれの段階での研究成果をぜひ聞いていただけ

れば幸いです。 

 

 東大附属パネル調査に関する詳細は弊センターの

ホームページからご覧いただけますので、興味のあ

る方はご参照ください（Slide 7）。 

Slide 6 

Slide 7 
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若手研究者による効果検証の試み① 

「主体的・探究的な学びが学習への動機づけに与え

る影響」 

柴山 笑凜（CASEER特任研究員） 

 

 

 

1.はじめに 

 東大附属中等教育では、総合的な学習の時間を代

表として、主体的・探究的な学びやアクティブラー

ニングが積極的に行われています（Slide 1）。この学

びの効果について当センターでも検証しており、そ

の中で私が注目したのは学習に対する動機づけです。

動機づけとは、行動に取り組むモチベーションと、

その行動を持続する過程のことを指します。 

 

 本日は、主体的・探究的な学びを経験することに

よる動機づけの変化や、そこに影響する学びの経験

について、研究で明らかになったことを説明します。 

2.有機的統合理論 

 動機づけは、大きく二つに分類することができま

す（Slide 2）。一つは「興味がある」「楽しい」など、

行動が自己目的的に生起する内発的動機づけで、も

う一つは、何かしらの報酬や「やらないと怒られる」

など、行動が別の目的の手段として生起する外発的

動機づけです。内発的動機づけは、学業成績や精神

的健康にポジティブな影響があることが分かってい

ます。 

 

 内発的動機づけの研究から派生した理論の中に、

有機的統合理論というものがあります（Slide3）。こ

の理論では、外発的動機づけと内発的動機づけが、

どちらが良い悪いという二極ではなく、自己決定性

によって連続線上にあると考えられています。例え

ば、学習に対する動機づけ外発的あっても、その学

習が重要だと感じながら取り組むことによって自己

決定性が高くなり、内発的動機づけに近い形でポジ

ティブな効果を生み出すということです。 

Slide 1 

Slide 2 



32 
 

 

 この理論では、外発的動機づけをいくつかの調整

スタイルに分けて説明しています。Slide 4 の図の右

側に行くほど、自己決定性が高いことを指します。

最も外発的なものに、規則や賞罰に基づく外的調整

があり、それよりも少し内発的なものに「誰かに負

けたくない」などの取り入れ的調整があります。そ

して、外発的だけれども最も自己決定性が高いもの

に同一化的調整があり、これは「将来の夢のため」

など活動の価値を受け入れている状態にあります。

内的調整は内発的動機づけとほぼ同義であり、興味

や楽しさの基づく動機づけです。 

 

 これまでの研究において、内的調整や同一化的調

整は、精神的健康や学業満足感を予測することが分

かっています（Slide 5）。内発的に近い動機づけを高

める方法も研究されていて、例えば情報端末を用い

た授業などがあります。そして、東大附属中等教育

学校でも行われているアクティブラーニングとの関

連性も示されており、英語の授業でもアクティブラ

ーニングにより内発的動機づけが上昇したり、探究

的な活動により内的調整得点が上昇することが分か

っています。 

 

 このような学習に対する動機づけを高める方法は

いくつかあり、アクティブラーニングを含めて有効

性が示されていますが、研究の多くは特定の教科へ

の介入であり、また、数年にわたる長期的な研究は

限られています（Slide 6）。冒頭でもお話したとおり、

東大附属では全ての学年で主体的・探究的な学びが

実践されています。そのため、先行研究の課題を乗

り越えた学習の動機づけの研究が可能ではないかと

考えました。 

 

 

Slide 3 

Slide 4 

Slide 5 

Slide 6 
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3.研究方法 

 本研究では、主体的・探究的な学びによる学習の

動機づけの変化を探るため、先ほど説明した四つの

調整スタイルの得点がどのように変化するのか、例

えば「内発的動機づけに近い調整スタイル得点は学

年が上がると増加するのか」などを検討しました

（Slide 7）。加えて、動機づけには、主体的・探究的

な学びの中でもどのような取り組みが影響するのか

を検討することを本研究の目的としました。これに

より、東大附属における学びによる学習の動機づけ

への影響の検証と、学習の動機づけと主体的・探究

的な学びに関する基礎的な研究も可能であると考え

ています。 

 

 主なデータ対象は、学習の動機づけに関する調査

が行われた 2018年度の 1・3年生と 2020年度の 3・

5年生という、2年の間を空けた 2時点のデータです

（Slide 8）。 

 

 分析に使用した主な尺度は、学習の動機づけに関

する尺度と、主体的・探究的な学びに関する尺度の

二つです（Slide 9）。後者は総合的な学習の時間でど

のぐらい自分が取り組んだかを問うもので、友達や

先生に質問したり意見を聞いたりする「討論」、実習

や体験活動などの「体験」、本や新聞を読むなどの「探

索」の三つの下位尺度から構成されています。どち

らの尺度も、得点が高いほど当てはまるように点数

を調整しています。 

 

 分析の初めには尺度の因子構造などを確認し、算

出された値から、両尺度とも研究にそのまま使用し

て問題ないと判断しました（Slide 10）。今回の発表で

は、特に重要と思われる結果のみ説明します。 

Slide 7 

Slide 8 

Slide 9 
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4.研究結果 

 まずは、2 時点での各調整スタイル得点の相関係

数について分析しました（Slide 11）。結果は、1年生

から 3 年生、3 年生から 5 年生の両グループとも、

内的・同一化的・取り入れ的調整には中程度の相関

があり、片方の時点で得点が高ければもう片方も高

い傾向がありましたが、外的調整についてはそのよ

うな傾向は見られませんでした。 

＊注：再分析の結果、外的調整について、1年生から

3年生では弱い正の相関（r = .38）、3年生から 5年生

では中程度の正の相関がみられました（r = .42）。 

 

 次に、学習の動機づけの変化に関して、1時点目、

2 時点目の時期による分散分析を行いました（Slide 

12）。その結果、1年生から 3年生のグループにおい

ては有意な変化はなく、全ての調整スタイルが維持

している傾向にありましたが、3 年生から 5 年生の

グループにおいては同一化的調整得点が高まり、外

的調整得点が低下していることが分かりました。 

 

 東大附属の総合的な学習の時間では、基礎期・充

実期・発展期など、2 年ごとに取り組みのテーマを

変えた教育が設定されています。今回変化のあった

3 年生から 5 年生のグループは発展期を経験してお

り、卒業研究という、生徒自らテーマを決め、自ら

研究する取り組みを行っています。今回の変化に関

する結果から、基礎期・充実期などを経験し、さら

に自らの力で探究することは、自己決定性の高い動

機づけを高め、外的な動機づけを低下させる効果が

ある可能性が推察されます（Slide 13）。 

 

 次に、主体的・探究的な学びの中で「討論」「体験」

「探索」が各調整スタイル得点に与える影響につい

て、階層的重回帰分析を行いました（Slide 14）。総合

Slide 10 

Slide 11 

Slide 12 

Slide 13 
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的な学習の時間は学年による内容の違いなどもある

ので、それらを統制し、さらに 1時点目の調整得点

の影響を統制した上で、各下位尺度がどの程度影響

しているのかを検討しました。目的変数をそれぞれ

の調整スタイル得点とし、step 1 は学年と性別とし

て、step 2に 1時点目の得点、step 3に各下位尺度を

投入しています。 

 

 分析の結果、内的・取り入れ的調整については、

step 2のモデルの適合度増加が有意であり、1時点目

の影響が大きいことが考えられます（Slide 15）。本研

究の 1時点目では既に東大附属の学びを経験してい

るため、今後は入学時などから追っていくことで、

さらなる変化を検討できると考えています。 

 

 同一化的調整に関しては、step 3 までのモデルの

適合度増加が有意でした。その中でも「討論」が正

の関連を示しており、「友達や先生に質問したり意見

を聞く・言う」「話し合って決める」など、グループ

活動や協働的な学習が影響している可能性があると

考えられます。 

 外的調整に関しては、どのモデルも有意ではなく、

他の要因などによる影響が大きいと考えられ、本研

究だけでは言及することができませんでした。 

＊注：再分析の結果、外的調整には「討論」が正の

関連、「探索」が負の関連を示していました。 

 

5.まとめと考察 

 本研究では、主体的・探究的な学びによる動機づ

けの変化として、先行研究と同じく内発的に近い動

機づけが増加するかどうかも含めて検討しました

（Slide 16）。その結果、外発的動機づけの中でも一番

自己決定生の高い同一化的調整が 3年生から 5年生

のグループで増加しており、内的調整については両

グループとも維持されていました。このことから、

東大附属における学びは、内発的動機づけに近い調

整スタイルを維持または増加させる効果があること

が考えられます。 

 

 一番内発的な内的調整が上がらなければ効果がな

いということは決してありません（Slide 17）。同一化

的調整は、家庭学習の遂行や、将来の学業活動の展

望などと強い関連があり、教育・学校現場では非常

に重要だとされています。「楽しい」が動機の内的調

整レベルでは、その楽しさを失ったときに、その行

動をやめてしまうことが考えられますが、同一化的

Slide 14 

Slide 15 

Slide 16 
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調整は「自分の夢を実現させるため」という一種の

外的な手段性があることにより、楽しさが失われた

としても行動を維持できるという、つまずきにくさ

から、長期的な学習面を予測するのではないかと考

えられています。そのため、同一化的調整得点の増

加という結果は、教育現場において非常にポジティ

ブな変化であると言えます。 

 

 そして、同一化的調整には「討論」が強く関連し

ていることが分かりました。これはグループ活動や

協働的な学習の項目であることから、東大附属にお

ける総合的な学習の時間などが、教育で重要な同一

化的調整に大きな影響を与えていることが考えられ

ます。 

 今後必要なことに、まず比較研究が挙げられます

（Slide 18）。他の中等教育などと比較することで、東

大附属中等教育の学びの効果を明確化することがで

きると考えています。加えて、入学前からの変化を

追うなど、さらなる調査・研究の継続により、主体

的な探究の学びと動機づけの関連性が明らかになる

と思います。 

 

 他にも、動機づけにはさまざまな認知、感情、現

場の環境に関わる要因が影響していることが明らか

になっているので、そのような要因も検討した上で、

東大附属から教育的に意義のあるモデルを発信する

ことも重要ではないかと考えています。 

 本研究については、本シンポジウムでの皆さまの

発表や意見などを踏まえてさらに推敲し、論文にて

発表しますので、当センターホームページなどから

ご確認いただければ幸いです。 

 

  

Slide 17 

Slide 18 
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若手研究者による効果検証の試み② 

「総合学習経験が職業希望・大学進学希望の形成に

もたらす効果」 

山口 哲司（教育学研究科修士課程） 

 

 

 

 

1.研究の背景 

 私の研究の目的は、東大附属の生徒が持つ職業希

望と大学進学希望に着目し、他の学校の生徒と比べ

てどのような特徴が見られるのか、学年を経る中で

それらがどのように変化しているのか、東大附属に

おける総合学習経験がそれらの形成にどのように関

わっているのかについて検討することです（Slide 1）。 

 

 そもそも、なぜ職業希望と大学進学希望に注目す

る必要があるのかというと、これらはどちらも生徒

の将来展望に関わるものであり、東大附属における

学びと大学やその先の職業生活とのつながりを考察

する上で非常に重要な情報であると考えているから

です（Slide 2）。 

 

 東大附属では独自の総合学習が行われており、そ

れが職業希望や大学進学希望といった将来展望と関

わっているのではないかと考えています（Slide 3）。

総合学習を経験した東大附属の生徒の探究性の強さ

は、在校生パネル調査データを用いた先行研究で繰

り返し指摘されています。そこで、総合学習経験が

探究性のみならず明確な将来展望を獲得することに

もつながっている可能性があるではないかと考え、

職業希望と大学進学希望に着目しました。 

Slide 1 

Slide 2 
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 総合学習と職業希望の関係については、本田先生

の研究で、東大附属 6年生が他校の高校 3年生に比

べて明確な職業希望を持っていることが指摘されて

います（Slide 4）。また、越智先生と恒吉先生の研究

では、東大附属の生徒の中には卒業研究で扱ったテ

ーマに興味を持ち続け、自身のキャリアと卒業研究

が結び付くような進路選択をする生徒が存在するこ

とが分かっています。これらのことから、総合学習

経験が将来の職業希望を明確化する効果を少なから

ず持っているのではないかと考えられます。 

 

 次に総合学習と大学進学希望の関係についてです

が、そもそも東大附属では大学進学希望を持つ生徒

の割合が非常に高く、その割合は学年を経るごとに

高くなります（Slide 5）。これは、東大附属では入学

時点から周囲に大学進学を希望している生徒が多く、

学校全体でも大学への進学を期待した指導が行われ

ているからではないかと考えられます。こうした効

果は、一部の研究者の間でホットハウス効果と呼ば

れています。ただ、東大附属の場合は、総合学習に

おけるさまざまな取り組みがきっかけとなり、入学

時に想定していかなった大学進学という進路を選択

する生徒も存在しているのではないかと考えられま

す。従って今回の研究では、ホットハウス効果に回

収されない、総合学習経験が大学進学希望の形成に

もたらす独自の効果について検証したいと考えてい

ます。 

 

 

 

2.分析方法 

 分析には、2018～2021年度の在校生パネル調査に

加え、「子どもの生活と学びに関する親子調査」を使

用します（Slide 6）。この調査は、東京大学社会科学

研究所とベネッセ教育総合研究所が共同で実施した

全国調査で、在校生パネル調査の半年ほど前に実施

されます。 

 

 分析に使用する主な変数として、職業希望につい

ては、将来就きたい職業の「あり」を 1、「なし」を

Slide 3 

Slide 4 

Slide 5 

Slide 6 



39 
 

0とました（Slide 7）。この項目は 2・4・6年生のみ回

答しています。大学進学希望については、「大学まで」

と「大学院まで」を 1、それ以外の回答を 0 としま

した。こちらは 1・3・5年生のみ回答しています。

総合学修経験については、川本先生の研究を基に、

総合学習で経験したさまざまな学びを「探索」「体験」

「討論」の三つに分類して得点化しました。 

 

 分析手順としては、まず東大附属の生徒の職業希

望と大学進学希望の割合を「子どもの生活と学びに

関する親子調査」と比較します（Slide 8）。次に、東

大附属の生徒が持つ職業希望と大学進学希望の調査

時点間の変化を概観します。最後に、パネルデータ

分析として固定効果モデルによる分析を行い、職業

希望と大学進学希望の変化に対して総合学習経験が

どのように影響しているのか検討します。 

 

 パネルデータ分析を行うことの意義について簡単

に補足すると、一時点の調査データだと、仮に総合

学習を経験した生徒ほど職業希望や大学進学希望を

持っていると分かったとしても、それは元々職業希

望や大学進学希望を持っていて、かつ総合学習にも

積極的に取り組んでいる生徒の存在を示しているに

すぎない可能性があります（Slide 9）。その点につい

て、パネルデータ分析を行うことで、職業希望や大

学進学希望の個人内での変化を検討することができ、

総合学習の経験と将来展望の関わりが明確になるの

で、より厳密な効果検証につながります。 

 

 

 

3.分析結果 

 まず、職業希望について、「子どもの生活と学びに

関する親子調査」と比較した結果が Slide 10です。こ

れを見ると、中学 2年生時点では東大附属の生徒の

職業希望が全国の学校に比べて高いのですが、高校

1・3年生時点では必ずしも高いとは言えないことが

分かります。2019～2021年度の在校生パネル調査の

結果から、東大附属で職業希望を持っている生徒の

割合は年度による変動がかなり大きいことが分かっ

ているので、東大附属における職業希望が他の全国

の学校に比べて必ずしも明確であるとは言い切れな

いと思います。 

Slide 7 

Slide 8 

Slide 9 
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 同じような分析を大学進学希望について行った結

果が Slide 11です。こちらからは、中学 3年生・高校

2 年生時点で、東大附属の生徒の大学進学希望が他

の全国の学校と比べて明確に高いことが分かります。

学年が上がるにつれて大学進学希望割合が高まって

いることも分かります。2019～2021年度の在校生パ

ネル調査でも、全ての年度で高校 2年生時点での大

学進学希望が 9割を超えていました。従って、大学

進学希望については、全国的に見てもやや特異な傾

向が見られると言えます。 

 

 次に、職業希望の個人内での変化です。Slide 12の

左側の表は、2 年生時点の職業希望と 4 年生時点の

職業希望を比べており、時点間で生徒の中で職業希

望がどのように変化しているのか分かるようになっ

ています。赤字の部分を見ると、一定数の生徒が時

点間で「なし」から「あり」に変化していて、職業

希望を抱くように変化していることが分かります。

他方で、「あり」から「なし」に変化している生徒も

一定数存在しており、将来の職業に対する葛藤のよ

うなものが示されているのかもしれません。 

 

 同じ分析を大学進学希望について行った結果が

Slide 13です。これを見ると、時点間で「あり」と答

え続けている生徒が非常に多いことが分かる一方で、

時点間で「なし」から「あり」に変化している生徒

も一定数見られます。これは先ほど説明したホット

ハウス効果が表れているのかもしれません。 

 

 最後に、職業希望の変化を従属変数としたパネル

データ分析の結果が Slide 14です。これを見ると、2

年生から 4年生時点での職業希望の明確化には「討

論」による学びが関わっていて、4 年生から 6 年生

時点での職業希望の明確化には「探索」による学び

が関わっていることが分かります。言い換えると、

時点間で「討論」や「探索」による学びが増えたと

認識した生徒ほど、職業希望が「なし」から「あり」

へと変化する傾向にあるということです。他方で、

2 年生から 4 年生時点では「体験」による学びが負

の効果を持っており、ここも将来の職業に対する迷

いのようなものが表れているのかもしれません。 

Slide 10 

Slide 11 

Slide 12 

Slide 13 
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 大学進学希望の変化を従属変数としたパネルデー

タ分析の結果が Slide 15です。こちらは、1年生から

3年生の変化も、3年生から 5年生の変化も、調査時

点ダミーが有意になっています。これは、学年を経

るほど大学進学希望が高まることを示しています。

重要なのは、その影響を統制した場合に、総合学習

経験は大学進学希望の変化に対してあまり影響を与

えていないということです。3 年生から 5 年生時点

では「討論」が有意になっていますが、先ほどに比

べると係数がやや小さく、固定効果ロジットモデル

で分析した場合には有意になりませんでした。従っ

て、今回の分析では、ほとんど影響していないと考

えるのが妥当ではないかと考えています。 

 

 

 

4.まとめ 

 今回の分析結果を Slide 16 にまとめました。特に

重要なのが③で、職業希望の変化には「探索」や「討

論」による学びが正の影響を、「体験」による学びが

負の影響を与えていることが示唆された一方で、大

学進学希望の変化に対しては総合学習経験の影響が

ほとんど見られませんでした。 

 

 今回の分析から、係数はさほどの大きくなかった

のですが、「探索」や「討論」といった一部の総合学

習経験が職業希望という生徒の将来展望の在り方に

関わっていることが示唆されました（Slide 17）。分析

では「体験」による学びが負の効果を持っていまし

たが、そのことを含めても、総じて総合学習という

経験が、将来の職業に対して真剣に向き合い、考え

る機会を与えていると解釈できるのではないかと考

えます。 

 

 他方で、大学進学希望に対する総合学習経験の効

果は、今回の分析ではほとんど見られませんでした。

これについては、ホットハウス効果が強力で、総合

学習経験の効果があまり表に出てこなかったのでは

ないかと考えられます。 

 こうしたパネルデータ分析を行うことで、「個人間

Slide 14 

Slide 15 

Slide 16 

Slide 17 
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の違い」に着目するだけでは見逃してしまう「個人

内での変化」を踏まえた、より正確な効果検証を行

うことができます。 

 

 

（北村） ありがとうございました。とても丁寧に

報告していただき、興味深い示唆を得ました。山口

さんが論じたように、正だから良い、負だから悪い

ということではなく、例えば「体験」が負と出たの

は、その体験を積んだことでいろいろなことを考え

たからかもしれません。そこは今後さらに丁寧に分

析していく必要があると思いますし、どんな分野の

職業なのか、どんな学問分野の大学なのかといった

違いもまた影響があるかもしれないということで、

この研究はさらに深く発展していくのではないかと

思いました。 
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若手研究者による効果検証の試み③ 

「東大附属での探究学習は大学での学びにどう生き

るか―卒業生調査の結果から―」 

西 健太郎（教育学研究科博士課程） 

 

 

1.分析の目的と方法 

 私が知りたいことは、東大附属での探究的な学び

が、大学での学び、とりわけ卒業論文や卒業研究、

演習などにどう生きているかということです（Slide 

1）。それを明らかにするために、卒業生調査の結果

を分析し、探究学習の効果が大学の演習や卒業論文

の達成度にどう関係しているか検討しました。卒業

生調査のうち、総合学習を東大附属で経験したと認

識しており、かつ卒業後に大学に進学したサンプル

を抽出し分析対象としています（Slide 2）。 

 

 

 Slide 3 は使用した変数です。この発表において探

究学習というのは、東大附属での総合学習（かつて

の特別学習や近年の課題別学習、卒業研究）のこと

を指します。探究学習への興味や、探究学習の中で

の「探索」「体験」「討論」の経験程度、他の授業に

比べて探究学習はスライドに示した力を身に付ける

のに効果があったかといった変数や、大学での演習

や卒業論文についてもスライドに示したような変数

を投入しています。 

 

 分析では、東大附属における探究学習の興味・経

験・効果が、大学での演習や卒業論文などにどのよ

うに関連しているかということをシンプルに調べて

います（Slide 4）。ただ、大学での学習の達成度は性

別や経済状況、専攻などが影響することも考えられ

るため、そのような影響をコントロールするための

変数も投入しています。 

Slide 1 

Slide 2 

Slide 3 
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2.卒業生の大学での演習・卒業論文等の達成度 

 東大附属での経験と大学での演習や卒業論文など

の関連を見る前に、東大附属の卒業生が大学でどの

ような達成度を示しているか見ていきます。Slide 5

にあるように、「議論で他者の意見を踏まえて発言で

きた」「発表のときにみんなに分かりやすく説明でき

た」「東大附属での経験が情報収集や発表の仕方に役

立った」という質問に対し、卒業生の 7割以上が「当

てはまる」または「やや当てはまる」と回答しまし

た。 

 

 大学の卒業論文・卒業研究での達成度については、

卒業生の 8割が「必要な情報を十分に集められた」

と回答しました（Slide 6）。また、7割程度が「早期に

テーマを決定できた」「自分で研究を進められた」「十

分な内容を書けた」「講義の理解の深まった」と回答

し、6割程度が「独自のアイデアを盛り込めた」と回

答しました。 

 

 このように、おおむね 7割程度の卒業生が大学で

の演習や卒業論文について肯定的に回答しています。

一方で、「当てはまる」と「やや当てはまる」の数値

はかなり分かれており、卒業生の中でも大学での演

習や卒業論文などの達成度にはばらつきがあること

が分かります。 

 

3.東大附属での探究学習の経験と大学での達成度の

関連 

 こうした達成度の違いと東大附属での探究学習の

経験の関連性について、重回帰分析という手法を使

って分析しました。 

 まず、大学での演習・実習等の達成度との関連で

す（Slide 7）。「議論で他者の意見を踏まえ発言」につ

いては、東大附属での探究学習に興味を持って取り

組んでいたことがプラスに関連していることが分か

りました。また、東大附属での「探索」「体験」「討

論」の活動もプラスに関連しています。 

 

 「発表で分かりやすく説明できた」については、

東大附属での討論活動がプラスに影響していました。

また、東大附属での探究学習で、教科学習に比べて

自分で解決方法を探し、自ら学ぶ態度が身に付いた

Slide 4 

Slide 5 

Slide 6 

Slide 7 
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と感じている人ほど、「発表で分かりやすく説明でき

た」と回答する傾向が高いことも分かりました。 

 「東大附属での経験が生きた」については、探究

学習に興味を持って取り組んでいたことや、探究学

習での探索活動や討論稼働の活動がプラスに影響し

ていました。また、東大附属での探究学習を通じて、

情報から判断する力、メディアから得た情報で問題

解決する力、解決方法を探して自ら学ぶ態度が他の

授業以上に身に付いたと感じている人ほど、「東大附

属の経験が生きた」と感じていることが分かりまし

た。 

 続いて、卒業論文・卒業研究等の達成度との関連

です（Slide 8、9）。全部で 6項目の質問への回答と東

大附属での経験の関係を見ました。探究学習に興味

を持って取り組んできたことは、6 項目全てにプラ

スの影響があり、卒業論文や卒業研究の達成度と強

い関連があることが分かりました。 

 

 

 「早い時期に研究テーマを定めることができた」

については、探究学習での体験活動との関連が見ら

れませんでした。「必要な情報を十分に集めることが

できた」については、探究学習での探索活動がプラ

スに関連していることが分かりました。「自分で研究

を進めることができた」については、探究学習での

「経験」との関連が見られませんでした。 

 ただ、「早い時期に研究テーマを定めることができ

た」と「自分で研究を進めることができた」につい

ては、探究学習で解決方法を探し自ら学ぶ態度を身

に付ける効果があったと感じている人ほど、達成度

が高い傾向が見られました。 

 「独自のアイデアを盛り込むことができた」につ

いては、探究学習での体験活動の経験がプラスに働

き、「講義で学んだ内容の理解が深まった」について

は、東大附属での探索活動や討論活動の経験がプラ

スに関連していることが分かりました。Slide 9 の 3

項目はいずれも、探究学習が他の授業以上に解決方

法を探して自ら学ぶ態度を身に付ける上で効果があ

ったと感じている人と、プラスの関連があることが

分かりました。 

 

4.まとめ 

 東大附属での探究学習に「興味を持って取り組ん

だ」と卒業生が認識していることは、大学での演習

や卒業論文等、さまざまな場面にプラスの関連があ

ると言えます（Slide 10）。また、東大附属での探究学

習において「探索」「体験」「討論」の各活動に多く

取り組んでいることも、演習や卒業論文等の達成度

に一定のプラスの関連が見られました。プラスの関

連がある場面は「探索」「体験」「討論」のそれぞれ

で異なっており、「探索」は演習での発言や卒業論文

での情報収集などにプラスの関連があり、「体験」は

演習での発言や卒業論文の独自性にプラスの関連が

あり、「討論」は演習での発言にプラスの関連があり

ました。 

Slide 8 

Slide 9 
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 重回帰分析の結果から、探究学習での活動と大学

での達成度との関連は、探究学習への興味や効果の

認識の有無とは独立したものであることが言えます

（Slide 11）。 

 

 自分で新しい課題やその解決方法を探し、自分の

意思で学ぶ態度を身に付けることについて、探究学

習は他の授業よりも効果があったと感じていること

は、演習や卒業論文等、さまざまな場面でプラスの

関連が見られました。 

 分析においては、女性の方が達成度を低く評価す

る傾向が見られましたが、これは女性の達成度が低

いというよりは、自己認識で男女の差があると見た

方が妥当かと思います。また、専攻によっても達成

度の評価にばらつきがありました。 

 

5.考察 

 ここまでの分析から、生徒自身が探究学習に対し

て他の授業以上に効果があったと感じているかどう

かにかかわらず、「探索」「体験」「討論」といった経

験をしていること自体が、大学での学習に影響を与

える可能性が示されました（Slide 12）。 

 

 また、興味を持って探究学習に取り組むことが、

大学での学びにプラスに影響する可能性が示されま

した。ただ、その興味がどこで生まれているかとい

うことは今回の分析からは分かりません。興味がど

のように育まれているか、あるいは東大附属に入学

する以前の適正も影響しているのかということは考

察していきたいと思いました。 

 今回の調査は卒業生全てが回答しているわけでは

ありません。回答しなかった人もいますし、卒業論

文・卒業研究を経験していない人もいるので、調査

からは見えない人もいることは留意する必要がある

と思います。 

 大学での演習や卒業論文の達成度は、当然、中等

教育段階での学習だけでは説明し切れません（Slide 

13）。大学でどういう教育や指導を受けたかというこ

とも重要だと思いますが、そちらの変数は今回の分

析には入れていません。今回の分析から、中等教育

段階での探究学習の経験は、恐らく大学でも一定の

意味があるとは言えますが、中等教育での経験を踏

まえて大学入試やその後の指導にどうつなげていく

かということを考えることが重要だと思いました。 

 

 

Slide 10 

Slide 11 

Slide 12 

Slide 13 
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（北村） 西さん、ありがとうございました。今回

のテーマに切り込んだ研究でした。今回分かったこ

とは傾向なので、今後もう少し深い分析が必要にな

ってくるかと思いますが、東大附属の学びの在り方

を考える、あるいは東大附属に限らず中等教育段階

と高等教育段階での学びについて考える上で、非常

に示唆的なデータを示してくださったと思います。 
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指定討論 

山本 義春（教育学部 附属中等教育学校校長・教

育学研究科教授） 

 

 

 本日ご発表いただいた方々、長時間お付き合いい

ただいた参加者の方々に、心より御礼申し上げます。 

 初めに、簡単に本日の振り返りをしたいと思いま

す（Slide 1）。第Ⅰ部は「東大附属の教育実践と高大

接続」ということで、對比地先生から、生徒だけで

協働的に進める授業を紹介していただき、興味を持

ったことを知りたいタイミングで主体的に探究する

ことが重要であるという話を伺いました。山本奈緒

子先生からは、空間 UI を用いた協働学習とアクテ

ィブラーニングの実践について紹介していただきま

した。セクハラ、体罰暴言、パワハラなどの問題に

関する協働と探究の実践です。卒業生の二人からは、

このような主体的・探究的・協働的な東大附属の教

育実践を受けて、高い行動力や広い興味・関心、深

い自己理解が身に付き、大学での研究や活動に役立

ったという体験を聞かせていただきました。 

 

 第Ⅱ部は「データから見る東大附属の教育効果」

ということで、上野先生から東大附属パネル調査の

概要とこれまでの取り組み、さらに新たなプロジェ

クトとして分析協力者の公募について紹介していた

だきました（Slide 2）。そして、公募で採択された 2

人を含めた 3名から研究について紹介していただき

ました。 

 

 柴山さんは、在校生パネル調査の結果を用いて、

総合学習での取り組みによる長期的な動機づけの変

化の研究が可能かということを調べていただきまし

た。そして、自らの力で探究するような卒業研究が

自己決定性の高い動機づけにつながっているのでは

ないかという非常に興味深い結果が示されました。 

 山口さんも在校生パネル調査の結果を用いて、総

合学習の進展と職業希望や大学進学希望の関係につ

いて調べていただきました。その中で、東大附属の

Slide 1 

Slide 2 
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2 年生の職業希望の割合は他の学校に比べて高い一

方、4 年と 6 年は必ずしも高くないという、先行研

究とは異なる興味深い結果が示されました。 

 西さんは、卒業生パネル調査の結果を用いて、東

大附属での探究学習が大学での学習にどのようにつ

ながっているかということを調べていただきました。

そして、探究学習に興味を持って取り組んだことが、

大学での演習や卒業論文等、さまざまな場面での達

成度にプラスの影響を与えているという興味深い結

果が示されました。 

 この中で、柴山さんの結果について個人的に少し

思うことがあり、私なりに少し検討してみました。 

 柴山さんは、2021 年度 3 月に卒業した 71 回生に

ついて、3 年修了時と、卒業研究を挟んだ 5 年修了

時の調査結果を示しました（Slide 3）。私どもの分析

手法と若干異なるので再分析してみたところ、5 年

生になると、例えば「夢をかなえたい」という同一

化的調整得点が上がり、逆に「成績が下がると怒ら

れるから」といった外的調整得点は下がり、ある意

味、柴山さんの結果を再現することができました。 

 

 一方で、72回生（現 6年生）について調べて見る

と、同一化的調整得点は 71回生と同じように上昇す

るのですが、外的調整得点が思ったほど下がりませ

んでした。特に 5年修了時には、71回生よりも高い

だけではなく、69回生や 70回生と比べても、「成績

が下がると怒られるから」「周りの人からやりなさい

と言われるから」といった非自己的な決定が当ては

まると答えた人が、統計学的有意に多いことが分か

りました。 

 東大附属の保健室は廊下の突き当たりにあり、入

室するためには必ず校長室の前を通過しなければい

けません。そして、入室時にはベルを鳴らします。

私は赴任してから、校長室にいると、ベルが鳴る回

数がやけに多いという印象を受けていました。そこ

で、養護教諭の礒谷先生と米原先生にお願いして、

保健室の来室数を調べてもらったところ、コロナ禍

が始まった 2020 年から随分遅れて 2021 年の夏休み

以降に、保健室の内科の来室者数が激増したことが

分かりました（Slide 4）。このうちのかなりの割合が

72回生です。 

 

71回生は、まだダイヤモンド・プリンセス号の騒ぎ

のときぐらいに卒業研究のテーマ決めをして、そこ

からコロナ禍が始まりましたが、保健室の来室者数

が激増する前に卒業研究を終えています。これに対

して 72 回生は、コロナ禍のときにテーマ決めをし

て、ボディブローのように内科の来室者数が増えて

きたあたりで卒業研究を仕上げています。この差が、

71 回生と 72 回生の学習の動機づけの構造の差につ

ながっているのではないかということを、例えば柴

山さんにも今後分析していただければと思ったりし

ます。 少し回り道をしましたが、指定討論のまと

めとして、東大附属の主体的・探究的な学びが高等

教育へとつながっているかということに関しては、

経験的にもデータ的にもつながりが認められたと言

Slide 3 

Slide 4 
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えるのだろうと思います（Slide 5）。ただ、東大附属

の総合学習が広がっていったかどうかは不明です。

見方によっては、東大附属の在学中に身に付けた主

体的・探究的・協働的な学びの態度が、そのまま大

学で役立ったことも考えられます。 

 

 そこを調べるためには、卒業生の進学先はまちま

ちで、同様の調査を大学に頼むことは無理なので、

卒業生の追跡調査が重要です。しかし、これが予算

の関係などでなかなかうまく進んでいません。電子

メールなどを使って何とか追跡できないかというこ

とは引き続き検討する必要があると思います。 

 パネル調査については、毎年継続していると、例

えばコロナ禍が「やって来てくれる」といった側面

があり、ある意味、自然実験による効果検証という

意義があると思います。今度はポストコロナの実験

もできるかもしれません。 

 今、東大附属では、コロナ禍が心身の健康や学習

等にボディブローのように効いてきているのではな

いかと思います。そう考えると、来月（3月）の調査

では、より顕著な結果が出てくるかもしれません。

そうすると来年度のテーマが見えてくるかもしれま

せんし、例えば山口さんが示した職業希望者数への

影響等も検討できるのではないかと思います。一方

で、これは分析している暇があるなら早急に対応す

べき問題とも言えるので、教育学部の先生方の協力

も仰いで何らかの対応策を考えたいと思います。 

 コロナ禍がボディブローのように効いてきている

ことが、本校だけの問題ではなく、もし全国的に起

きている問題だとすると、かなり深刻なので、これ

から数年は頑張って対応しなければいけない案件で

はないかとも思います。 

 

指定討論に対する回答 

 

（北村） 山本先生、ありがとうございました。非

常に重要な論点を幾つか提示していただきました。

特に最後におっしゃったコロナ禍の影響は、今後さ

らなる検証が必要ですし、何よりも対応が必要です

し、本校だけの問題ではないのではないかと強く感

じます。 

 それでは、山本先生からのご指摘を踏まえて、第

Ⅱ部で登壇した 4名から何かコメントがあればお願

いします。 

 

（上野） 東大附属と連携した調査として、非常に

たくさんデータが集まってきました。今だけではな

く、5年後、10年後、20年後、30年後も追いかけて

いくと、東大附属の教育の特徴がより見えてくるの

ではないかと思います。ただ、卒業生の調査は非常

に難しく、CASEERの今後の課題でもあるため、卒

業生、在校生、保護者等、多くの関係者の皆さまに

今後ともご協力いただければ幸いです。 

 

（北村） 電子メール等、調査の電子化ができない

かと思いますが、個人情報の問題など乗り越えるべ

き課題もあります。ぜひ今後ともご協力いただけれ

ばと思います。 

 

（柴山） コロナ禍という未曽有の状況において、

私自身を含め先生方や生徒の皆さんもいろいろと厳

しい対応を迫られたと思います。不定愁訴の増加な

どを含めて、この影響は計り知れないと思いますの

で、動機づけ研究においても対応・要因を含めて研

究できればと思います。 

 今回発表させていただいた研究の、将来的に展望

Slide 5 
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にはなりますが、ある動機づけが低い・高い、また

は維持させたいときや増加させたいときに、どのよ

うな取り組みを行えばいいか、環境調整や周囲の先

生方の対応をどのようにすればいいのかということ

が重要であると考えていますので、来年度等のデー

タでこれらの要因についてもさらに研究できればと

思っています。 

 

（山口） 山本先生にご指摘いただいた職業希望に

ついては、分析の中でも言及したのですが、年度に

よる変動が非常に大きいです。今回示したデータだ

と、高校 3年生時点で職業希望を持っている割合が

50％に達していないのですが、2019年度や 2021年度

のデータだと 64％ぐらいだったりします。そういっ

た年度による変動がコロナ禍とどう関わっているの

かということについて、調査票の中にコロナ禍で受

けた影響に関する変数もあるので、そのあたりをパ

ネルデータの特性も生かしつつ分析できたら、また

面白いことが分かるのではないかと思いました。 

 

（山本） 72回生については、来月（3月）の卒業

前に職業希望を取るので、それがどういう結果にな

るかということが重要だと思います。職業希望は自

己決定能力と何かしら関連している可能性もあり、

さらに、もしそことコロナ禍に関連がありそれが全

国的だとすると、数年後、みんなが職に就く頃の状

況が気掛かりですし、深刻な問題だと感じました。 

 

（北村） 非常に大事な点だと思います。高校卒業

時点での職業希望や大学進学希望がその後の学びや

社会生活に大きく影響すると思うので、そういった

ところもしっかりと見ていく必要があると思いまし

た。 

 

（西） 私が分析したデータはコロナ禍前に取られ

たものですが、探究的な学習自体はコロナ禍の影響

をかなり受けやすい性質のものだと思うので、その

点の分析は非常に重要だと思います。 

 東大附属の総合学習が大学でどう広がったかとい

うことについては、確かに今回の数字から言えるこ

とは非常に限られています。中等教育と高等教育は

研究の面でも断絶している部分があり、客観的な成

績などの指標を入れることには限界を感じます。一

方で、本日の卒業生の話から分かることもたくさん

あったので、量的な調査に加えて質的なインタビュ

ーなども含めて、東大附属での学びの意義は今後研

究されていく必要があるのではないかと考えました。 

 

（北村） ぜひそういった分析も行っていただきた

いと思います。 

 1 点、チャットで「職業希望がないことが問題と

いう観点から議論しているのではない」というご指

摘がありましたが、これはそのとおりです。決して

安易に既存の職業に結び付けることを目指すわけで

はありません。今後の展望といいますか、どんなこ

とを学びたいか、どんなことに興味があるかといっ

たことがその後につながっていくという長期的な視

点でのキャリア観ですので、ご指摘のように、決し

て職業希望がないからいけないという話をしている

わけではありません。そこのところは私も言葉足ら

ずだったかもしれません。 

 それでは、最後に山本先生からコメントをお願い

します。 

 

（山本） 実践の取り組みをしっかりと東大附属の

先生方にご紹介いただいて、それを受けた大学での

学びに生かせたという体験談を伺うことができて、

それから、その影響を定量的に表すことに関して、

学術的な発表をしていただき、総合的に非常に内容

の濃いシンポジウムだったと思います。 
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質疑応答 

注. 質問者の匿名性を保つため、各質問者に対して

質問者 1.2…という番号を付与した（同じ質問者の場

合には同じ番号を付与している）。 

 

質問者 1：学習の動機づけは領域横断的なものなのでし

ょうか。教科固有でとられていらっしゃるのでしょうか。 

 3 年生から 5年生において学習の動機づけの同一化的

調整が上がるのは、受験に向かっていく中で、学ぶ目的が

ある種自己の目的として一致してきているからという可能

性はないのでしょうか。 

 

柴山：ご質問ありがとうございます。学習の動機づ

けに関しては、教科固有ではなく、学習全般に関す

る動機について回答してもらっています。 

 3 年生から 5 年生の同一化的調整の増加に関しま

して、頂きましたご意見のとおり、（受験へ向かうな

どの影響を含めた）学ぶ目的、将来像の明確化によ

り上昇したということも考えられます。今回の研究

は東大附属中等教育の特性を反映している可能性が

あるため、今後、比較研究などで、それが主体的・

探究的な学びの効果であるのか、成長的なものであ

るのかを明確化することができると考えています。

貴重なご意見ありがとうございました。 

 

質問者 12：職業希望ありからなしに変化した場合には、

調査の中で理由を聞いていますでしょうか。 

 

山口：ご質問いただきありがとうございます。その点について

調査の中では聞かれておりませんので、生徒に直接インタ

ビューなどをしてみる必要があるかと思います。 

 

質問者 12：確認ですが、個人の属性、家庭の属性の制

御は行っていないということでしょうか。 

 

山口：ご質問いただきありがとうございます。固定

効果モデルでは、時点間で変化しない（と考えられ

る）性別や家庭環境といった変数の影響は全て統制

されます。ただ、時点によって変化し得る変数（例

えば学習時間など）の影響は統制し切れていないた

め、その点は分析の限界になります。 

 

質問者 1：主題とはずれますが、ホットハウス効果は、生

徒の学力と、生徒の家庭の社会的指標で説明できてしま

うのではないかと疑問に思ってしまいましたが、その点はどう

なのでしょうか。 

 

山口：ご質問いただきありがとうございます。ご指

摘のとおり、ホットハウス効果と生徒の学力・家庭

の社会経済的地位は密接に関連していると考えられ

ます。ですので、ホットハウス効果自体が実際にど

れだけ存在しているのかは今回の分析では明確に分

かりませんが、学校の中で周囲の生徒や先生の指導

の影響から大学進学へとシフトしていく生徒も少な

からず存在しているのではないかと考えています。 

 

質問者 1：卒業生と東大附属以外の卒業生の比較的

検討をすると、より強く述べられるのかなと思いました。 

 また，従属変数が自己評価での報告になっていると思

うのですが，どこまで信頼性を持っていいのかなと疑問を持

ちました。その点についてはいかがでしょうか。 

 

西：附属での経験、大学での達成度ともに、自己評

価に基づく回顧的調査であることは、おっしゃると

おり、この分析の限界であると言えます。学校横断

的な調査も含め、他校でも追加的な調査が行われる

ことが必要と考えられます。 

 

質問者 1：内科というのは、精神的な疲れや悩み相談み

たいなことを意味するのでしょうか。 

 

山本：はい、そういうケースが多いです。 
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淺川：山本義春先生によるコロナ禍の影響への懸念、本

当に大切なことだと思いました。ご指摘ありがとうございま

す。 

 心身へのボディブローは当然のことながら、実際に卒業

研究への影響は直接にも大きく、計画していたフィールドワ

ークやインタビューを断念せざるを得ず、研究が尻切れトンボ

に終わったり、途中でテーマ変更せざるを得なかった生徒が

たくさんいました。 

 

山本：ありがとうございます。来年はさらに影響が

大きいかも知れないと心配しています。 
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閉会挨拶 

北村 友人（CASEERセンター長・教育学研究科教授） 

 

 第Ⅰ部では課題も含めて東大附属の魅力を存分に

お伝えできたのではないかと思いますし、第Ⅱ部で

はしっかりと学術的な知見に基づきながら議論でき

たのではないかと感じています。 

 最初に小玉先生から「中等教育は高等教育の下請

けではない」というコメントがあり、山本先生から

はデータの重要性をご指摘いただきました。本日の

議論を伺って、そのことを改めて考えなければいけ

ないと思いました。何よりも、興味のあることや楽

しいことを伸び伸びと学べる環境は、受験を目指し

た最短距離の学習ではないかもしれませんが、実は

非常に重要な一歩一歩を生徒たちは歩んでいるので

はないかと思います。このことは視聴者の皆さまに

も恐らく賛同していただけるのではないかと思いま

す。ただ、東大附属での実践が、どこか特殊で、ど

こが他の学校にも応用可能なのかということはしっ

かりと考えなければいけません。こういった取り組

みを東大附属のみで留めるのではなく、各学校に参

考にしてもらい、実践に生かしてもらえると大変う

れしく感じます。 

 そのためには、研究を継続し、在学中から卒業後

も含めて経年的な変化をしっかりと検証していくこ

とが欠かせないと感じています。本日はとても示唆

的で参考になる質問やコメントをたくさん頂いたの

で、センターとしては、それらを参考にしながら、

引き続き東大附属と連携して研究を深めていきたい

と思っています。 

 最後に、ご視聴いただいた多くの皆さま、本当に

ありがとうございました。一番多いときで 200人を

超える方に視聴していただきました。主体的・探究

的な学びや高大接続が、大変関心の持たれているテ

ーマであることを改めて感じました。シンポジウム

はセンターとして今後も毎年開催しますが、それ以

外にも皆さんと議論できる機会をつくっていければ

と思います。東大附属の教育を教育学部の教職員も

含めてみんなで充実させ、盛り上げていきたいと思

っていますので、視聴してくださった保護者の皆さ

ま、生徒・卒業生の皆さま、引き続きよろしくお願

いします。 

 何よりも、ご登壇いただいた皆さま、本当にあり

がとうございました。山本先生が提起された問題は

来年度必ず対応しなければいけない問題だと思いま

すし、今すぐ対応しなければいけない問題について

もしっかりと考えなければいけません。本校だけの

問題ではなく、日本の全ての学校における問題につ

いて、われわれとして何かできるか考えていきたい

と感じています。 

 非常に盛りだくさんで濃密な時間を過ごせたので

はないかと思います。それでは、本日のシンポジウ

ムはこれで終了とさせていただきます。ありがとう

ございました。 
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